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広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
21年

12月
号

藤平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／36,875人（－52）
　男性／17,258人（－44）
　女性／19,617人（－8）
■世帯数　14,452戸（－7）
※（ ）は、前月との比較

平成21年11月1日現在

　11月15日から12月25日ま
での間、田平公園で開催され
ている「光のフェスタ」からの
一コマ。３回目の開催でイル
ミネーションもバージョン
アップ。巨大なオブジェも登
場し、11月15日に行われた
点灯式には約1,000人が集ま
り、子どもたち200人には一
足早いサンタさんからのプレ
ゼントが贈られました。

　夜になるとあちらこちら
でイルミネーションを見か
けるようになり、町はクリ
スマスムードになってきま
した。今月は「師走」。師匠
の僧がお経をあげるために
東西を馳せる月といわれる
ように、慌ただしく過ぎさ
り今年も終わるなと感じて
います。寒くなってきまし
た。家に帰ったら、まず「手
洗い」「うがい」など普段か
ら予防対策を行い、インフ
ルエンザや風邪にかからな
いようにしましょうね。

　オランダ年を盛り上げる
ための職員チーム「リーフ
デ号」の企画を取材しまし
た。リーフデ号が漂着した
臼杵市まで、自転車リレー
で目指し、うすき竹宵まつ
りでＰＲ。オランダとの歴
史や城下町など平戸と共通
点の多い臼杵市。町は市民
スタッフなどが設置した竹
灯りで包まれ、多くの観光
客で大にぎわい。市民と一
体となってイベントを行っ
ており、平戸でも大いに参
考になるものでした。
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お問い合わせ・申込み

申込方法

潮
風
薫
る

潮
風
薫
る

生
月
の
海
岸
線
を

生
月
の
海
岸
線
を

駆
け
抜
け
よ
う
！

駆
け
抜
け
よ
う
！

潮
風
薫
る

生
月
の
海
岸
線
を

駆
け
抜
け
よ
う
！

申込締切日　12月28日（月）必着

参加者募集！！

　生涯学習課、教育委員会各分室、
各公民館に備え付けの所定の申込用
紙（払込取扱票）に必要事項を記入の
上、参加料を郵便振込にて入金して
ください。

いきつきロード実行委員会事務局
（教育委員会生月分室内) ☎53‐0541

2010.2.7（日）午前10時から順次スタート

幼児５歳以上～
小学１年生以下と保護者

田
平
公
園「
光
の
フ
ェ
ス
タ
」

〜
午
後
６
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
点
灯
〜

寄
り
添
っ
て

ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら

光
の
共
演
を
楽
し
む



　

10
月
18
日
に
執
行
さ
れ
た
平
戸
市
長
選

挙
で
、
新
市
長
に
当
選
し
た
黒
田
成
彦
氏

が
、
11
月
６
日
に
職
員
や
市
民
の
み
な
さ

ん
が
拍
手
で
出
迎
え
る
中
、
初
登
庁
し
ま

し
た
。

　

議
場
で
行
わ
れ
た
市
長
訓
令
に
は
、
職

員
約
70
人
が
出
席
。
黒
田
市
長
は
、「
本

市
の
財
政
状
況
は
、『
危
機
宣
言
』を
一
応

解
除
し
ま
し
た
が
、
問
題
が
解
決
し
た
と

は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
本
市
に
は
大
き
な

企
業
が
な
く
自
主
財
源
に
乏
し
い
状
況
で
、

今
後
も
厳
し
い
市
政
の
運
営
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
職
員
の
み
な

さ
ん
も
、
今
ま
で
自
分
が
市
民
の
た
め
に

何
が
で
き
て
い
た
か
の
反
省
と
、
こ
れ
か

ら
職
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
奉
仕
が
で
き

る
か
を
、
常
に
考
え
て
行
動
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
私
は
、
市
長
選
挙
の
公
開
討
論

会
で
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
公
開
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
対
し
て
政
策
公
約
を
誓
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
任
期
４
年
間
の
市
政
運
営

の
指
針
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
る 

だ
け
早
い
段
階
で
総
合
計
画
と
す
り
合
わ

せ
、
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
重
点
実
施
項

　

こ
の
た
び
、
市
町
村
合
併
後
第
二
代
目

の
平
戸
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
黒
田
成
彦

で
す
。

　

さ
て
、
平
戸
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
危
機
宣
言
」が
一
応
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、
今
も
な
お
自
主
財
源
に
乏
し

い
状
況
の
中
で
厳
し
い
市
政
運
営
が
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
総
合
計
画
の
着
実
な

遂
行
に
加
え
、
新
た
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
期
待
さ

れ
、
信
頼
さ
れ
る
平
戸
市
行
政
を
築
い
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
に
は
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
格
調
高
い
伝
統
文
化
や
雄
大
で
美

し
い
自
然
、
そ
れ
に
優
れ
た
人
材
や
実
直

で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
人
た
ち
が
か
も
し
だ

す
豊
か
な
空
間
が
、
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
行
政
手
法

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
優
れ
た
地
域
資
源

や
人
的
資
源
に
光
を
当
て
、
磨
き
を
か
け

て
価
値
あ
る
ス
テ
ー
ジ
に
仕
上
げ
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

心
を
新
た
に
し
て「
今
こ
そ
平
戸
維
新
」

の
実
現
の
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が

舞
台
俳
優
、
私
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
監
督

と
い
う
配
役
の
も
と
に
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
選
挙
の
公
開
討
論
会
で
も

■
市
長
就
任
あ
い
さ
つ

■
黒
田
市
長
が
初
登
庁
、
訓
示

平戸市長

黒田 成彦 氏（49）
【 略 歴 】
　昭和58年３月麗澤大学英文科
卒業。衆議院議員金子原二郎氏
（現長崎県知事）などの秘書を務め
る。平成14年２月から３期７年
８か月間、長崎県議会議員として
農林水産委員長や総務委員長を歴
任し、地域行政の振興に尽力した。
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職
員
や
市
民
の
み
な
さ
ん
に
出
迎
え
ら
れ
笑
顔
の
初
登
庁（
11
月
６
日
）

黒
田
新
市
政
が
ス
タ
ー
ト

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
よ
う
に
、
市
民
の

み
な
さ
ま
の
強
い
要
望
で
あ
り
大
き
な
関

心
事
は
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
確
保
で

す
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重

大
な
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
普
通
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

水
産
業
な
ど
一
次
産
業
に
、
加
工
や
製
造

の
二
次
産
業
、
流
通
や
情
報
発
信
お
よ
び

も
て
な
し
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
三
次
産
業
を

加
え
、
新
た
な「
平
戸
な
ら
で
は
の
六
次

産
業
」と
し
て
地
域
の
活
力
を
導
き
出
し

て
ま
い
り
た
い
と
意
欲
的
に
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
壮
大
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク

で
あ
る『
日
本
の
公
園
・
ひ
ら
ど
』の
再
生

に
着
手
し
、『
歴
史
』『
恵
み
』『
祈
り
』を

市
民
共
通
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
全
国
に
誇

れ
る
観
光
経
済
都
市
と
し
て
将
来
に
向
け

て
、
子
ど
も
た
ち
が「
平
戸
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
。
住
ん
で
良
か
っ
た
」と

自
信
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
市
民
の
み
な
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
新
し

い
市
政
執
行
に
対
し
て
深
い
ご
理

解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。

◎次のステージへ！  市長、副市長バトンタッチ

目
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
約
束
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
究
極
の
目
標
で
あ
る『
平
戸
市

民
の
幸
福
実
現
』と『
ふ
る
さ
と
平
戸
の

飛
躍
発
展
』の
た
め
に
毎
日
を
冷
静
か
つ

大
胆
に
業
務
を
遂
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
は
、
私
と
と
も
に
英
知
を
振
り
絞
っ

て
最
大
限
の
努
力
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た

い
」と
職
員
に
対
し
、
訓
示
を
述
べ
ま
し

た
。

市長選挙の公開討論会で
示したマニフェストを
任期４年間の
市政運営の指針にしたい

「歴史」、「恵み」、「祈り」を
市民共通のテーマに掲げ
全国に誇れる
「観光経済都市」を
目指します。

くろ　　  だ なる　    ひこ
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11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
21
年
11
月
平
戸
市
議
会
臨
時
会
で
、
平
戸
市
副
市
長
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
、
新
井
忠
洋
氏
が
11
月
18
日
付（
任
期
４
年
）で
新
し
い
副
市
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
市
誕
生
以
降
４
年
間
、
平
戸
市
行
政

運
営
に
当
た
っ
て
き
た
白
濵
市
長
が
、
任

期
満
了
に
伴
い
、
11
月
５
日
付
を
も
っ
て

退
任
し
、
同
日
議
場
で
退
任
式
が
行
わ
れ
、

職
員
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

吉
居
教
育
長
が
職
員
を
代
表
し
て
、

「
平
成
８
年
12
月
に
旧
平
戸
市
長
に
就
任

以
来
、
新
市
の
市
長
と
合
わ
せ
て
12
年
10

か
月
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
政
を
リ
ー

ド
し
数
知
れ
な
い
功
績
を
上
げ
た
こ
と
に

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
は
、
白
濵
市
長
が
常
に
口
に
し
て

い
た『
市
民
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
』を

い
つ
も
念
頭
に
お
き
、
今
後
も
市
政
振
興

に
努
め
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

白
濵
市
長
は
、「
初
代
市
長
と
し
て
３

つ
の
柱
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
一
点
目
は
地
域
の
建
設
計
画

の
実
施
で
、
田
平
港
の
整
備
、
生
月
中
学

校
体
育
館
の
建
設
、
和
蘭
商
館
復
元
工
事

着
工
、
大
島
の
常
備
消
防
整
備
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
点
目
は
水
道

　

こ
の
た
び
、
副
市
長
を
拝
命
し
ま
し
た

新
井
忠
洋
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
光
栄
で

あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
戸
市
は
、
古
く
か
ら
対
外
貿
易
の
中

心
地
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
行

き
交
い
栄
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
歴
史

を
感
じ
る
由
緒
あ
る
街
並
み
や
田
平
か
ら

平
戸
島
・
生
月
島
に
至
る
複
雑
な
地
形
と
、

海
に
浮
か
ぶ
大
島
・
度
島
な
ど
の
島
々
は
、

自
然
・
歴
史
・
文
化
・
食
な
ど
魅
力
的
な

資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
決
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
力
で
す
。
私
は
こ
れ

ら
の
資
源
が
う
ま
く
融
合
し
て
い
け
ば
、

平
戸
市
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
お
力
を
ぜ
ひ
賜
り

な
が
ら
、
平
戸
市
が
も
っ
と
も
っ
と
元
気

に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
み
な
さ
ま
の
暮
ら

し
の
向
上
を
目
指
し
て
、
精
一
杯
勤
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

お疲れ様でした

11月
12月

9月
10月

10月

12月

3月

6日
20日

1日
24日

1日

10日

平成17年

平成18年
　　　　
　　　　

平成19年

平成20年

白濵初代市長誕生
「第二フェリー大島」就航

津吉小学校新校舎完成
「株式会社森システム」を
新市初の誘致企業として
田平町に誘致決定
消防の大島出張所開設

協働によるまちづくり、
産業振興・企業誘致対策
などに特化した組織へ機
構改革を実施
田平港シーサイドエリア
再構築事業本工事に着工
平戸市総合計画を策定

1日

22日

9日

9日

平成20年

平成21年

　

　　　　

市民公募型の補助金制度
を創設
新市2例目の誘致企業と
して「（株）創企社」を誘致
大島村神浦地区が「重要伝
統的建造物群保存地区」に
選定

平戸オランダ商館の1639
年築造倉庫の復元工事に
着工
生月中学校体育館完成

年間を通して2009「平戸
オランダ年」400周年記念
事業イベントを開催

前副市長退任あいさつ

副
市
長
就
任
あ
い
さ
つ

◎白濵市政４年間の記録 『市民のために何ができるか』を考えて

　このたび、白濵市長の退任に伴い、特別職としての
けじめをつけるため、副市長の職を辞することを決心
いたしました。市町村合併を含め今日まで39年間、
市民のみなさまの幸せをひとえに願い、微力ではあり
ましたが一生懸命努力を重ね、ひたすら走り続けてま
いりました。特に後半の６年半は、旧平戸市と新平戸
市の助役、副市長を拝命し、市政振興に情熱を注いで
きたところです。在任中にみなさまからお寄せいただ
きました心温まるご指導ご厚情に対しまして、心から
深く感謝とお礼を申し上げます。最後に、みなさまの
ご健康とより一層のご発展をお祈り申し上げ、退任の
あいさつとします。本当にありがとうございました。

新
副
市
長
に 

新
井 

忠
洋 

氏

白
濵
市
長
が
退
任

　
  

お
疲
れ
様
で
し
た

前副市長

尼﨑 利幸 氏（62）
【 略 歴 】
　昭和46年４月に旧平戸市職員に
採用され、旧平戸市課長を経て、平
成15年６月に旧平戸市助役に就任。
北松西部合併協議会では幹事長とし
て４市町村合併に尽力した。４市町
村合併後、平成17年11月に平戸市
助役に就任、平成19年４月の地方
自治法改正で副市長となった。

　このたび、11月５日付で平戸市副市長の職を退任し
ました。合併して間もない平戸市で、収入役、副市長
としてお世話になり、微力ながら行政の一端を担うこ
とになりました。議会および関係各団体、職員、そし
て市民のみなさまのご支援、ご協力により何とか任務
を終えることができました。これまでのご厚情に対し、
衷心より厚くお礼申し上げます。
　新市長の下、職員と市民のみなさまが一体となって、
素晴らしい協働によるまちづくりが実現することをご
期待します。最後に、市民のみなさまをはじめ、関係
各位のますますのご活躍とご健勝、ご多幸ならびに平
戸市の発展を祈念して退任のあいさつとします。

前副市長

森田 茂則 氏（61）
【 略 歴 】
　昭和42年５月に旧生月町職員に
採用され、旧生月町課長を歴任。４
市町村合併後、平戸市課長を経て、
平成17年11月に平戸市収入役に就
任。平成20年４月に副市長２人体
制への移行に伴い副市長に就任し、
農林・水産、観光商工分野に関する
職務に尽力した。

前市長

白濵　信 氏（70）
【 略 歴 】
　昭和33年４月に長崎
県職員に採用され、総務
部次長兼秘書課長、県北
振興局長などを歴任。平
成８年12月に旧平戸市
長に就任。北松西部合併
協議会では会長として４
市町村合併に尽力した。
４市町村合併後、平成
17年11月に初代平戸市
長に就任し、基金に頼っ
ていた財政の健全化や合
併時の未調整項目の調整、
新市建設計画の実現に尽
力した。

新副市長

新井 忠洋 氏（53）
【 略 歴 】
　長崎大学経済学部卒業。昭
和55年に長崎県職員に採用
され、政策調整局政策評価課
長、地域振興部地域政策課長
などを歴任。UIターン（定住
促進）事業や離島・半島振興
事業などに尽力した。

料
金
の
統
一
や
保
育
料
の
平
準
化
な
ど
の

調
整
で
、
合
併
時
に
調
整
が
つ
か
な
か
っ

た
約
１
０
０
項
目
を
調
整
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
３
点
目
は
財
政
健
全
化
で
、

財
源
不
足
で
基
金
を
取
り
崩
し
運
営
し
て

い
た
予
算
を
収
支
の
均
衡
が
取
れ
た
予
算

に
で
き
、
一
応
の
筋
道
が
で
き
ま
し
た
。

市
民
や
職
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力
と
支
援

に
感
謝
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
、
同
日
付

で
退
任
し
た
２
人
の
副
市
長
と
一
緒
に
退

庁
式
が
行
わ
れ
、
職
員
か
ら
贈
ら
れ
た
花

束
を
抱
え
て
、
拍
手
で
見
送
ら
れ
な
が
ら

市
役
所
を
後
に
し
ま
し
た
。

▲花束を抱え職員の拍手で見送られる白濵
市長

4月

6月

10月

３月

4月

11月
〜

しら　 はま まこと

あら　 い ただ　ひろ

もり　  た しげ　のりあまが さき とし　ゆき

平
戸
市
は

魅
力
的
な
資
源
と

市
民
の
み
な
さ
ま
の
力
が

う
ま
く
融
合
す
れ
ば

さ
ら
に
発
展
で
き
る
と

確
信
し
て
い
ま
す

◎次のステージへ！  市長、副市長バトンタッチ



　

松
口
会
長（
手
前
左
）と
役
員
の
豊
島
さ
ん（
奥

左
）、
谷
川
校
長（
手
前
右
）、
中
村
教
頭（
奥
右
）

　教育や消防、農業などの分野での長年にわたる功労や社会貢献をたたえる秋の叙勲が、11 月３ 日に発令されま
した。
　また、日々の努力が実を結び表彰された各種表彰者、各種大会での入賞者をご紹介します。

受章、入賞おめでとうございます

旭日双光章
農業振興功労

「地域のみなさんのご指導、
　ご支援のおかげです」

元県農業会議会議員

松瀨 秋夫さん
（田平町下寺免）

　昭和62年から18年間、旧田平町と平戸市の農業委
員として、うち平成２年から15年間は田平町農業委員
会会長および県農業会議会議員を務められました。

瑞宝双光章
教育功労

「みなさんのお力添えに心か
　ら感謝します」

元公立中校長

黒川 隆昭さん
（大島村的山川内）

　公立学校長、教職員人事管理監、長崎教育事務所所
長などを歴任し退職。退職後も旧大島村の教育長、本
市教育委員長として教育振興に貢献されました。

瑞宝単光章
消防功労

「長年、団員が支えてくれた
　ことに深く感謝します」

元田平町消防団副団長

松山 輝男さん
（田平町下亀免）

　昭和26年から39年間消防団員として、最後の４年
間は副団長として、市民の生命、財産を守るため、危
険性の高い業務に貢献されました。

文部科学大臣表彰
地域文化功労

「みなさんの後押しでここま
　で来ることができました」

田助ハイヤ節保存会会長

土肥 テイさん
（大久保町）

　昭和42年から田助ハイヤ節の保存に取り組み、昭和
63年同保存会を結成し、会長に就任。保存伝承活動や
市内外の行事参加など積極的に活動されています。

優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰

◎
各
種
受
賞
者
、
入
賞
者
は

　

次
の
と
お
り
で
す

（
財
）長
崎
県
体
育
協
会
体
育
功
労
者
表
彰

　

松
﨑　

義
昭（
田
平
町
大
久
保
免
）

長
崎
県
自
殺
対
策
標
語
作
品

【
優
秀
賞
】

　

坂
本　

夕
起（
田
平
町
山
内
免
）

　
「
止
め
な
い
で　

た
っ
た
ひ
と
つ
の　

命
の
時
計
」

　

𠩤
田　

拓
実（
田
平
町
山
内
免
）

　
「
お
と
う
さ
ん　

が
ん
ば
り
す
ぎ
は　

あ
か
し
ん
ご
う
」

第
61
回
長
崎
県
民
体
育
大
会
成
績

【
優
勝
】

〇
団　

体

　

相
撲（
成
年
男
子
）

　

ク
レ
ー
射
撃（
ス
キ
ー
ト
競
技
）

〇
個　

人　

　

松
永
六
十
四（
相
撲
・
成
年
・
川
内
町
）

　

長
島　

夏
子（
陸
上
・
女
子
30
歳
未
満

　

１
０
０
ｍ
・
大
島
村
的
山
川
内
）

【
準
優
勝
】

〇
団　

体

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
成
年
女
子
・Ｂ
グ
ル
ー
プ
）

〇
個　

人

　

柴
山　

一（
ク
レ
ー
射
撃
ス
キ
ー
ト
競

　

技
・
明
の
川
内
町
）

【
第
３
位
】

〇
団　

体

　

軟
式
野
球（
成
年
一
般
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
成
年
壮
年
男
子
）

　

ラ
グ
ビ
ー（
一
般
男
子
・
Ａ
パ
ー
ト
）

まつ　　やま てる　　  お

まつ　　  せ あき　　  お くろ　　かわ たか　   あき

ど　　    い

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
成
年
二
部
・Ｂ
グ
ル
ー
プ
）

〇
個　

人

　

平
川　

浩
蔵（
陸
上
・
男
子
50
歳
以
上

　

１
０
０
ｍ
・
田
平
町
山
内
免
）

　

永
田　

栄
二（
空
手
道
・
成
年
男
子
形
・

　

獅
子
町
）

平
戸
市
教
育
委
員
会
表
彰

【
社
会
教
育
功
労
】

　

西
川　

英
夫（
紐
差
町
）

　

赤
木　

正
行（
草
積
町
）

　

森　
　

隆
二（
前
津
吉
町
）

　

眞
﨑　

友
英（
岩
の
上
町
）

【
学
校
医
】

　

塩
澤　

恒
雄（
田
平
町
山
内
免
）

平
戸
市
美
術
展
覧
会（
主
な
入
賞
者
）

【
市
長
賞
】

　

岡
澤　

清
美（
画
の
部
・
田
平
町
山
内
免
）

　

立
石
利
一
郎（
書
の
部
・
宮
の
町
）

　

井
沢　

英
樹（
写
真
の
部
・
田
平
町
小

　

手
田
免
）

【
市
議
会
議
長
賞
】

　

森　

富
美
子（
書
の
部
・
田
平
町
山
内
免
）

【
市
教
育
長
賞
】

　

林　

穂
乃
花（
画
の
部
・
紐
差
小
１
年
）

　

山
田　

温
華（
書
の
部
・
中
部
中
２
年
）

【
市
文
化
協
会
長
賞
】

　

川
村　
　

保（
画
の
部
・
紐
差
町
）

　

大
鳥
居
和
子（
書
の
部
・
大
久
保
町
）

　

白
石　

悦
子（
写
真
の
部
・
生
月
町
南
免
）

　

上
田　

麻
世（
デ
ザ
イ
ン
の
部
・
田
平

　

南
小
４
年
）　　
　
　
　
　

  （
敬
称
略
）

秋の叙勲、大臣表彰など

　全国で意義のある活動を行っているＰＴＡ団体に贈
られる表彰で、ＰＴＡを10地区に出向き開催している
ことや県ＰＴＡ連合会の研修に積極的に参加している
ことなど、長年の取り組みが高い評価を受けました。

県立猶興館高等学校ＰＴＡ
会長　岡部　周二

「地域が一体となり、長年取り組んできたことが評価
　されました」

「歴代会長の指揮の下、ＰＴＡ・学校・地域が一体とな
　り学校を支えていることが評価されました」

文部科学大臣表彰
地域文化功労

　平戸自安和楽保存振興会は、市内９地区のジャンガ
ラ総代を中心に構成された組織です。長年にわたり、
国指定重要無形民俗文化財「平戸のジャンガラ」が各地
区で保存・継承されていることが評価されました。

平戸自安和楽保存振興会
「かなり古い時代から、親から子へ、子から孫へと受け
　継がれてきた民俗芸能が評価されたことが、うれしい
　です。ほかの地域にも誇れる無形民俗文化財です」

優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰

　学校の情報を積極的に公開し、保護者や地域のみな
さんと連携し行っている学校施設の整備や図書館の充
実、体験学習などが評価されました。今年４月には「読
書活動優秀実践校表彰」も受章しています。

市立中野小学校ＰＴＡ
会長　松口　茂生

広報ひらど 平成21年12月号 6Hirado City Public Relations,2009.127

じ ゃ ん が ら

　

岡
部
会
長
と
小
野
校
長（
右
）

▲

▲ きょく  じつ　 そう　  こう   しょう ずい　 ほう　 そう　 こう   しょう

ずい　 ほう　 たん　 こう   しょう



Interview
長崎県地方税回収機構の取り組みインタビュー「担当者に聞く」

税
の
収
納
状
況
を
み
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る｢

収
納
率｣

。

平
成
20
年
度
の
市
税
（
現
年
度
分
）
の
収
納
率
は
98
・
０
％
で
あ
り
、

県
内
23
市
町
の
中
で
７
番
目
と
な
り
、

県
内
平
均
の
97
・
４
％
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
の
市
税
は
、

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
財
政
難
に
苦
し
む
地
方
に
と
っ
て
重
要
な
財
源
で
あ
り
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
公
平
な
税
負
担
の
た
め
に
も
、

滞
納
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

平
戸
市
で
は
１
０
０
人
に
２
人
が
税
を
滞
納
し
て
い
る
現
実
。

こ
れ
ら
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、

滞
納
対
策
室
の
設
置
や
長
崎
県
地
方
税
回
収
機
構
へ
の
参
加
を
行
い
、

滞
納
整
理
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
育
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
公
課
や
市
営
住
宅
使
用
料
な
ど
の

私
債
権
の
滞
納
対
策
に
も
取
り
組
み
、

総
力
を
挙
げ
て
滞
納
の
な
い
ま
ち「
平
戸
」を
目
指
し
ま
す
。

「
滞
納
は
許
さ
な
い
」を
合
言
葉
に
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
滞
納
処
分
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
市
税
に
加
え
、
保
育
料

や
市
営
住
宅
使
用
料
な
ど
の
税
外
収
入
金

も
合
せ
た
債
権
管
理
の
強
化
を
行
う
た
め

に
、
行
革
管
理
課
か
ら
税
務
課
へ
業
務
を

移
行
し
、「
滞
納
対
策
室
」を
設
置
し
ま
し

た
。

　

滞
納
対
策
室
で
は
、
市
税
お
よ
び
公
課

に
つ
い
て
は
、「
納
税
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

財
産
調
査
・
差
押
・
公
売
な
ど
の
滞
納
処

分
を
進
め
て
お
り
、
私
債
権
に
つ
い
て
は
、

裁
判
所
を
活
用
し
た
訴
訟
手
続
き
を
行
い
、

債
権
回
収
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
円
滑
な
徴
収
業
務
の
執
行
を
図

る
た
め
に
設
置
し
た「
市
債
権
管
理
対
策

会
議
」を
機
能
さ
せ
、
関
係
各
課
の
連
携

を
図
り
、
市
全
体
の
債
権
管
理
の
方
針
や

収
納
率
向
上
施
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

○
対
象
債
権

　
（
件
数
に
つ
い
て
は
平
成
20
年
度
実
績
）

■
市　

税　

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

　

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど（
滞

　

納
処
分
件
数　

７
７
６
件
）

■
公　

課　

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
料
、
保
育
料
、
分
担
金
な
ど

　
（
滞
納
処
分
件
数　

45
件
）

■
私
債
権　

市
営
住
宅
使
用
料
、
水
道
使

　

用
料
、
病
院
診
療
費
、
奨
学
資
金
貸
付

　

金
な
ど（
訴
訟
件
数　

３
件
）

　

全
国
の
自
治
体
で
は
地
方
税
の
滞
納
が

増
加
し
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
の
平
成
20
年
度
の
個
人
県
民
税

の
徴
収
率
は
、
93
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
全

国
平
均
の
93
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
り
、

全
国
33
番
目
の
徴
収
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
県
内
市
町
の
市
町
税
は
、
平
成

19
年
度
の
徴
収
率
が
91
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

で
全
国
平
均
の
93
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
を
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、
全
国
で
37
番
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県
と
県

内
23
市
町
が
共
同
し
て
集
中
的
に
滞
納
整

理
に
取
り
組
む
組
織
と
し
て
、
平
成
21
年

４
月
か
ら「
長
崎
県
地
方
税
回
収
機
構
」が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

回
収
機
構
で
は
、
滞
納
額
が
高
額
な
場

合
な
ど
市
に
よ
る
徴
収
が
困
難
な
事
案
に

つ
い
て
、
市
か
ら
の
徴
収
引
継
ぎ
を
受
け
、

差
押
な
ど
の
滞
納
処
分
を
執
行
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
滞
納
整
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
長
崎
県
地
方
税
回
収
機
構
の

　

平
戸
市
で
の
取
組
状
況

　

○
機
構
へ
の
引
継
ぎ　
　

51
件

　

○
捜
索　
　
　
　
　
　

  

25
件

　

○
差
押　
　
　
　
　
　

  

33
件

　
（
平
成
21
年
10
月
31
日
現
在
）

　長崎県地方税回収機構は、県と23市町が共同や連携して地方税の未収を解消することを目的として本年
４月に発足しました。地方分権の推進が叫ばれるなか、県、市町にとって住民サービスを含めた行政施策
を推進するためには、自主財源である「税」を確保することが重要となっています。税金は適正・公平な課
税を行うことはもちろんですが、課税された税金をすべて納税していただくことによって公平性が保たれるも
のです。このため長崎県地方税回収機構では、税金の滞納者に対し、県と市町による徹底した財産の調査、
法律の規定に基づく差し押さえなどの滞納処分を速やかに行うことにより、悪質な滞納者は許さず、公平な
納税を目指して取り組みを行っています。

滞
納
対
策
室
を
新
設

長
崎
県
地
方
税

　
　

回
収
機
構
の
新
設

「悪質な滞納者は許さず、
　公平な納税を目指して取り組みを行います」

を
合
を
合
言

「
滞
納
は
許
さ
な
い
」を
合
言
葉
に

「
始
動
」

滞
納
ゼ
ロ
作
戦

長崎県総務部税務課　課長補佐 末永　泰三

「財政危機宣言」の解除をしてもなお、
自主財源に乏しい本市にとって、市税は重要な市の財源となっています。
適正、公正な課税のもと、
市民のみなさんにとって公平な納税負担のためにも、
市では、債権管理の徹底を図ります。

市の債権管理を徹底化

●滞納処分の推移

16

158

年　度

件　数

17

199

18

216

19

245

20

776

単位：件数
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納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
本
税

に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
滞
納

処
分
を
行
い
ま
す
。

　

納
税
相
談
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
複
数

の
消
費
者
金
融
か
ら
長
期
間
に
渡
っ
て
借
り

入
れ
が
あ
る「
多
重
債
務
者
」と
判
明
し
た

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
へ
の
相
談
を
促
し
ま
す
。そ
の
結
果
、

債
務
整
理
を
行
い
、
過
払
い
金
が
発
生
し

滞
納
金
の
納
付
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　
「
多
重
債
務
者
」な
ど
の
よ
う
に
、
税
金

を
滞
納
し
て
い
る
人
の
多
く
は
、
家
庭
や

仕
事
の
事
情
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
込
ん
で
い
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
市
で
は
、
家
庭
の
諸
事
情
に
よ
り
、

各
税
金
が
納
付
困
難
な
人
な
ど
の
た
め
に
、

「
納
税
相
談
窓
口
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

税
の
滞
納
問
題
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
放

置
せ
ず
、
ま
ず
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

税
金
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
市
は
、
今
後
も
市
税

な
ど
の
収
納
率
向
上
と
税
負
担
の
公
平
性

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
納
税
相
談
の

充
実
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
お
問
い
合
わ
せ

　
　

税
務
課
滞
納
対
策
室

　
　
（
☎
内
線
２
５
４
３
）

悪質な滞納者は厳しく処分します

納
期
限

国
税
徴
収
法
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、

金
融
機
関
、
勤
務
先
、
取
引
先
な
ど
に
質

問
や
調
査
を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査

預
貯
金
、
給
与
な
ど
の
債
権
の
差
し
押
さ
え

を
行
い
ま
す
。
家
宅
捜
索
を
行
い
、
動
産
や

自
動
車
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

自
主
納
付
を
お
願
い
す
る
文
書
に
よ
る
督

促
・
催
告
を
行
い
ま
す
。

督
促
・
催
告

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

　
「
な
ん
で
！
連
絡
な
し
に
差
し
押
さ
え
し

た
と
や
！
」
と
差
押
を
執
行
さ
れ
た
人
が
、

税
務
課
に
怒
鳴
り
込
ん
で
く
る
こ
と
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
滞
納
処
分
（
差
押
）
は
、

法
の
規
定
に
基
づ
く
強
制
処
分
の
た
め
「
い

つ
行
い
ま
す
」
と
滞
納
者
に
対
し
て
連
絡

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

滞
納
処
分
の
執
行
前
ま
で
に
は
、
督
促

状
や
催
告
書
な
ど
を
滞
納
者
に
通
知
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
通
知
に
は
、「
滞
納
金
額
の

納
付
期
限
」
や
「
納
税
相
談
の
要
請
」
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
を
無
視
し
た
り
、
対
応
し
な

か
っ
た
り
、
納
金
の
納
付
約
束
を
守
ら
な

か
っ
た
場
合
な
ど
、
滞
納
金
を
放
置
し
た

状
態
に
す
る
と
滞
納
処
分
が
執
行
さ
れ
る

の
で
す
。

　

滞
納
処
分
は
、
ま
ず
滞
納
者
の
財
産
調

査
を
実
施
し
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行

い
ま
す
。
そ
し
て
、
差
し
押
さ
え
た
財
産

を
換
価（
現
金
化
）し
、
代
金
を
滞
納
金
に

充
て
ま
す
。

　

主
な
差
押
の
種
類
と
し
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
各
種
債
権（
預
貯
金
・
給
与
・
生
命
保
険
・

　

売
掛
金
な
ど
）

●
不
動
産
や
自
動
車
等

●
動
産（
有
価
証
券
・
貴
金
属
な
ど
）

　

上
記
の
表
の
と
お
り
、
積
極
的
な
滞
納

処
分
に
よ
っ
て
、
収
納
率
は
年
々
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
過
年
度
・
現
年

度
を
問
わ
ず
、
滞
納
者
に
は
積
極
的
な
滞

納
処
分
を
行
い
、
滞
納
金
の
早
期
解
消
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
ほ
か
、
動
産
の
差
押
財
産
の
公
売

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
13
日（
日
）に
は
、
県
内
市

町
合
同
で
の
初
の
試
み
と
し
て「
第
１
回
長

崎
県
市
町
合
同
公
売
会
」を
開
催
し
、
差

し
押
さ
え
た
財
産
の
換
価（
現
金
化
）を
行

い
ま
す
。

滞
納
処
分
に
至
る
ま
で

滞
納
は
放
置
せ
ず
、

　

税
務
課
に
ご
相
談
を

差
押

高
額
滞
納
者
、
悪
質
滞
納
者
の
場
合
に
、

差
押
財
産
発
見
の
た
め
に
家
宅
捜
索
を
行
い

ま
す
。
税
徴
収
の
た
め
の
家
宅
捜
索（
住
宅
・

事
務
所
な
ど
）
は
、
裁
判
所
の
令
状
を
必

要
と
し
な
い
強
制
捜
索
で
、
滞
納
者
の
意
思

に
よ
ら
ず
実
施
し
ま
す
。

家
宅
捜
索

換
価
し
た
現
金
を
滞
納
金
に
充
当
し
ま
す
。

※

滞
納
処
分
は
、
滞
納
金
が
な
く
な
る
ま
で

何
度
で
も
行
い
ま
す
。

滞
納
金
に
充
当

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売
（
売
却
）
に

よ
り
換
価
（
現
金
化
）
し
ま
す
。

公
売
・
換
価

　県内市町合同で、市税徴収のため差押動産
の公売会を開催します。購入（入札）を希望す
る人は、お気軽にご来場ください。
○と　き
○ところ
○公売物件　　
○必要なもの　
　①印かん(認印で可、法人の場合は代表者印）
　②購入代金（入札金額および消費税）
　③本人と確認できるもの（運転免許証、健康保険証など）
　④委任状（代理人が入札する場合）、同意書（20歳未満の場合など）
○その他
　　公売財産は、買受代金納付時の状態で引き渡します。
　　なお、公売前に滞納金が完納された場合、公売中止となることが
　あります。
　　また、駐車場に限りがありますので、公共交通機関などをご利用
　ください。

　昨年８月から税収確保の取り組みとし
て、インターネット公売を実施していま
す。インターネット公売とは、差し押さ
えた貴金属や自動車、不動産などをイ
ンターネット上で、せり売りによって売
却を行うもので、その売却代金を滞納
金に充てています。
　詳しくは、「Yahoo！オークション　官
公庁オークション」をご覧ください。

●官公庁オークションURL
http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/
※市公式ホームページからもご覧になれます。

第１回県市町合同公売会のご案内

●市税滞納処分の推移

差
押
え

16

67

0

52

0

39

158

17

106

0

37

0

56

199

18

137

0

41

0

38

216

19

201

0

10

1

33

245

20

637

37

28

44

30

776

債　　権

動　　産

不  動  産

自動車等

交付要求

計

単位：件数

区分
年度

滞
納
処
分
の
現
状

●平成 20年度
　　家宅捜索件数　19件

Yahoo! オークション
連続10回出品中！

滞納は、納税者にとって、そして市にとっても大きな損失です。
税金を納期限までに納税しないと延滞金が課せられるなど、
いろいろな不利益を受けることになります。
また、滞納整理には、多額の費用がかかるため、
市全体にとって大きな損失につながります。
「滞納は許さない」を合言葉に、市では毅然とした態度で、
滞納処分に取り組んでいます。12月13日（日）　午前10時開場　午前11時入札開始

佐世保市役所13階大会議室
プラズマテレビ、壷、ホームサウナなど全540点

■主な差押対象
バイク 給　与

貯　金証　券

▲自動車の差し押さえのためのタイヤロックを実施
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10
月
31
日
、
11
月
１
日
の
２
日
間
、
福

岡
市
の
マ
リ
ノ
ア
シ
テ
ィ
福
岡（
第
３
駐

車
場
特
設
会
場
）で
、「
ム
ラ
の
収
穫
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
収
穫
祭
で
は
、

九
州
各
地
か
ら
特
産
品
や
地
域
を
代
表
す

る
食
材
を
使
っ
た「
旨
い
も
の
」の
ブ
ー
ス

が
75
店
舗
立
ち
並
び
、
約
５
万
８
０
０
０

人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

平
戸
市
か
ら
も
、
ア
ラ
鍋
、
平
戸
和
牛

丼
、
あ
ご
飯
、
シ
イ
ラ
バ
ー
ガ
ー
、
ア
ス

パ
ラ
の
肉
巻
き
な
ど
の
平
戸
ブ
ラ
ン
ド
素

材
を
活
か
し
た
料
理
の
販
売
と
併
せ
て
、

農
水
産
特
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幻
の
巨
大
高
級
魚「
ア
ラ
の
解

体
シ
ョ
ー
」を
行
い
、
絶
妙
な
楽
し
い
口

調
で
、
通
常
の
魚
と
の
さ
ば
き
方
の
違
い

や
ア
ラ
の
お
い
し
い
部
位
な
ど
に
つ
い
て

解
説
が
加
わ
る
と
、
多
く
の
来
場
者
が
足

を
止
め
注
目
し
て
い
ま
し
た
。

　11月８日からマリノアシティ福岡にある「九州
のムラ市場」に、自治体としては初めて平戸市の
アンテナブースが設置されました。
　平戸市ブースには、「旨い逸品がここにある！
平戸市ブース」と大きな専用看板が設置され、か
まぼこ、しいたけもろみ、平戸夏果のマーマ
レードなどの農水産加工品やしょうゆなどの加
工品のほか、平戸市から直送した鮮魚が並び、
販売を開始しました。
　11月8日のオープニング記念イベントでは、
ウチワエビの味噌汁の無料配布や平戸和牛丼の
販売、餅つきが行われ、どのイベントにも長蛇
の列ができる大盛況ぶりでした。餅つきと記念
の紅白餅配布には、黒田市長が応援に駆けつけ、
平戸市のＰＲを行いました。
　今後は、鮮魚や新鮮野菜を直接届け、定期的
に生産者が自ら出向き商品のＰＲを行うなど、
アンテナブースを拠点として福岡市内のレスト
ランやホテルへの販路開拓を展開していく予定
です。

　平戸和牛の炭火焼やあらの解
体ショー＆あら鍋などのイベン
トのほか、地場産品の販売、炭
火でイカやウチワエビなどを焼
いて食べるコーナーが設けられ、
約１万2,700人の人出でにぎわ
いました。ＪＡながさき西海青
年部によるもちつきやイベント
広場での保育園児、小・中・高
校生による演奏やダンスも披露
され、祭りを盛り上げていまし
た。

実
り
の
秋　

市
内
の
各
地
で

　
　
　
「
秋
の
産
業
ま
つ
り
」が
開
催
！

マ
リ
ノ
ア
シ
テ
ィ
福
岡
に

「
ア
ン
テ
ナ
ブ
ー
ス
」オ
ー
プ
ン

ブ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
を
前
に

「
ム
ラ
の
収
穫
祭
」に
も
参
加

黒
田
市
長
も
応
援
に
！

11
月
８
日
か
ら

福岡で「平戸の食材」をＰＲ

　外からの視点で平戸市を見ると、自然や食などの観光資
源が豊富な地域であると思います。特に食の資源は海の幸
をはじめ、ほかにはないものがありますが、情報として外
部にうまく伝わっていないのが現状です。この豊富な平戸
ブランドを「発信する」「仕掛ける」「届ける」を3本柱として
推進する事業の先駆けとして今回、「九州のムラ市場」にア
ンテナブースを作りました。年間800万人のお客様に、
「平戸ブランド」がＰＲできることを期待しています。

有限会社フィールドワーク
代表取締役

碇　孝洋さん　 【福岡市】

アドバイザーの声

いかり　　 　  たか      ひろ

よかよかじまん市
11月14日、15日
平戸港交流広場

　大島産マグロの解体ショーや
さざえのつかみどり、コシヒカ
リのすくいどりなどのイベント
のほか、農水産物の販売が行わ
れ、約800人が集まりました。
　また、特設ステージでは、保
育園児、小・中・高校生の合唱
やダンス、伝統芸能の披露など
が行われたほか、石井秀歩氏津
軽三味線や市消防署音楽隊の演
奏が行われ、祭りを盛り上げて
いました。

ふるさと祭り
11月8日
市役所大島支所前広場

　鯨料理の試食会や鮮魚直売、
炭火で生月産カキを焼いて食べ
るコーナーには、順番を待つ列
ができるほどの大盛況。そのほ
か、長崎和牛や農産品、農機具
などの販売も行われ、観光客や
市民のみなさん約6,200人が詰
め掛け、にぎわいました。また、
ステージでは、生月病院の山内
医師によるジャグリングショー
や「目方でドン！」と題した重量
当てゲームなども行われました。

いきつき勇魚まつり
11月23日
市役所生月支所前漁港用地広場

【プロフィール】
九州で地域特産品の開発・販
促のプロデュースやセミナー
の講師を務めるなど、物産振
興を通じた地域おこしのプロ
フェッショナルとして活躍中。
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　10月29日、市役所で、九州盲導犬協会（福
岡市）が、盲導犬「ウィンド」（１歳９か月）を貸
与するに当たり、川島誠治さん（田平町山内免）
に盲導犬共同訓練の修了証書を授与しました。
川島さんは、昨年の福祉健康まつりで盲導犬の
必要性を感じ、同協会に貸与を申請。貸与が決
定し、10月に入ってから同協会の訓練施設や
自宅で約１か月間、盲導犬の指示方法や管理の
仕方などを学びました。川島さんは、「ウィン
ドと一緒だと速く歩くことができる。今後は行
動範囲を広げたい」と笑顔で話していました。

これから「ウィンド」と共同生活スタート！

　10月26日、「国際ソロプチミスト平戸」の七
種榮子会長ほか役員３人が市役所を訪れ、オラ
ンダ商館復元事業に対し100万円を寄附されま
した。「国際ソロプチミスト平戸」は、昭和63
年７月の認証以来、貧しい国々の子どもたちや
市内の社会福祉グループへの支援、地域社会へ
の奉仕活動などを21年間続けてきましたが、
諸般の事情により活動を休止するにあたり、地
域貢献の一環として寄附を申し出られたもので
す。オランダ商館復元事業の一部に活用させて
いただきます。

オランダ商館復元事業に役立ててほしい

伝統芸能を活かした
フェスティバル

　10月25日、平戸文化センターで、「福祉健
康まつり」が開催され、日本遊育研究所の沢井
雅志さんによる親子でふれあうキッズ広場や盲
導犬とのふれあいコーナーのほか、音の出る
ボールを転がして行う卓球体験や各種相談コー
ナーなどが設けられ、約3,200人が来場しまし
た。講演でダウン症の兄を持つ落語家の露の団
六さんは「障害を持つことを不幸だという人が
いるが、それは不幸だと思われることが不幸で
あり、不幸と思われないような住みやすい社会
を作っていかなければならない」と訴えました。

健康を考える「福祉健康まつり」開催

　10月27日、北部公民館で、「男女共同参画
講演会」が開催されました。国境なき医師団で
活躍中の黒﨑伸子さんが、「あなたの住む地球
では～国境なき医師団の活動で見えた現実」と
題して講演。スリランカやイラク、ソマリアな
どの紛争や内戦での体験談を基に、傷ついてい
る人の多くが女性や子どもたちなど弱い立場の
人々であるという現状について話しました。高
校生や医療従事者など約120人の参加者は、熱
心に耳を傾け、今も世界で起こっている悲惨な
現実に驚いていました。

今も世界で起こっている悲惨な現実

野球教室を通して新たな希望を！

　10月24日、赤坂野球場で、元西鉄ライオン
ズ投手の池永正明さんと元ダイエーホークス捕
手の坊西浩嗣さんを招いて「第４回池永正明野
球教室」（平戸ロータリークラブ主催）が開催さ
れました。松本芳喜会長が開会に当たり「何か
一つでも身に付けていただければうれしい」と
あいさつ。教室には、市内４つの少年野球チー
ムから約100人が参加し、守備と打撃に分かれ
て指導を受けました。池永さんは守備練習で、
「グラブは地面につけて取ろう」などと熱心に指
導していました。

　10月24日から27日までの
４日間、亀岡神社や平戸地区商
店街などで、伝統芸能を活かし
た「平戸城下歌仙灯籠まつり」
が開催されました。期間中、平
戸神楽や築地町のジャ踊り、宮
の町の獅子舞などが各所で披露
されたほか、平戸港交流広場で
は子どもたちによる太鼓や踊り
が披露されました。25日の昼
には、みこしやよろい武者など
の行列が練り歩き、夜には職場
や地域のみなさんなどで構成し
たハイヤ連が商店街を田助ハイ
ヤ節一色に染めました。また、
５か所の拠点会場ではくんち料
理が、松浦史料博物館ではアラ
鍋や呈茶が振る舞われました。

万が一の火災での消火技術向上を目指して

　10月21日、市総合運動公園ライフカントリー
駐車場で、「第19回初期消火操法競技大会」が
開催されました。市内27事業所から自衛消防
隊38チーム91人が出場。消火器を使った「消
火器の部」と屋内消火栓を使った「屋内消火栓の
部」の２部門で男女別に訓練の成果を競いまし
た。各部門の優勝チームは次のとおり。
■消火器の部　　　【男子】市役所大島支所
　　　　　　　　　【女子】生月病院
■屋内消火栓の部　【男子】市役所Ａ
　　　　　　　　　【女子】平戸市民病院
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　11月15日、平戸オランダ年の情報発信施設
「デハール」（宮の町）で、「ワインセミナー」が
行われました。平戸オランダ年に併せて、ワイ
ンとオランダ産チーズをおいしく食べるための
セミナーで、JSA 認定ソムリエの稲益誠さんと
フランス食品振興会の斉藤恵子さんを講師に招
いて開催。セミナーでは、ワインについての簡
単な基礎知識や飲み方、また、オランダ産のチー
ズや平戸とチーズの関わりについて学びまし
た。２回の開催で参加した約50人は、ワイン
とチーズで楽しいひと時を過ごしていました。

オランダチーズをワインでおいしく味わう！

　11月２日、世界で技術研修や人材研修を行っ
ている「国際協力機構（JICA）」の事業で、アフ
リカや南米などの医師や官僚など７人が平戸市
民病院を来訪し、地域医療などの研修を行いま
した。7人は、病院での研修や平戸高校でのプ
レゼンテーション、食生活改善推進員との意見
交換を行った後、歓迎レセプションに参加。食
生活改善推進員が作る郷土料理や高校生による
太鼓・ブラスバンドの演奏など地元の温かいお
もてなしに、参加した研修員のみなさんは、感
銘を受け終始喜びの表情を見せていました。

各国の地域医療の研修生を温かく歓迎

　10月31日、生月町開発総合センターで、世
界遺産登録を目指すためのシンポジウムとして
「生月の殉教者と世界遺産」が開催され、約200
人が参加しました。ガスパル西玄可の殉教400
年に合わせ、殉教の持つ意味や、「長崎の教会群」
の価値について基調講演が行われたほか、関係
者を交えての意見交換が行われました。長崎国
際大学の立平教授からは、「信仰自体が注目さ
れがちですが、その地で信仰を継続してきた集
落組織や自然環境まで含めて考えてみては」な
どの意見がありました。

世界遺産登録を目指しシンポジウム開催

　11月７日、平戸文化センターで、絵本作家
の長野ヒデ子さんを迎えて「親子読書の集いin
平戸」（県主催）が開催され、親子連れや保育士
のみなさんなど約250人が参加しました。長野
さんは、第１部で代表作の「おかあさんがおか
あさんになった日」（童心社）の読み聞かせや、
かわいらしいタイのキャラクター「せとうちた
いこさん」を子どもたちと一緒に作りました。
第２部では、「私の絵本ができるまで」と題して、
自身のヒット絵本ができるまでの秘話などを交
えて、作家活動について話をされました。

親子で本の楽しさを体験しよう！

　西宇戸老人クラブ
「明老会」会長。孫と
一緒に牛の世話をす
るのが楽しみ。趣味
の菊づくりでは、毎
年お寺などで出来ば
えを披露しています。

生涯学習実践人
田口  博さん
◎大島村西宇戸（71）

農
業
体
験
で
子
ど
も
た
ち
に
何
か

い
い
も
の
を
残
せ
れ
ば
う
れ
し
い

田
口　

博
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た　

  

ぐ
ち　
　
　

  

ひ
ろ
し 

　

大
島
小
学
校
の
農
園
で
子
ど
も
た
ち
と

芋
ほ
り
を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
田
口

博
さ
ん
で
す
。
松
浦
市
の
農
家
に
生
ま
れ

育
ち
、
石
積
み
職
人
と
な
っ
て
大
島
で
仕

事
を
し
て
い
る
と
き
に
奥
様
と
出
会
い
、

そ
の
ま
ま
大
島
村
へ
。
以
来
、
農
業
で
ハ

ウ
ス
栽
培
や
牛
の
飼
育
に
取
り
組
み
、
息

子
さ
ん
が
後
を
継
い
だ
現
在
も
、
で
き
る

範
囲
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

６
年
前
、
中
学
校
の「
土
に
学
ぶ
」授
業

を
手
伝
っ
た
際
に
、
隣
の
小
学
校
の
農
園

を
耕
し
て
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
小
学
生
が

「
大
根
を
作
り
た
い
」と
言
い
出
し
た
の
が

農
業
体
験
指
導
の
き
っ
か
け
と
か
。
１
〜

２
年
生
に
は
芋
、
３
〜
４
年
生
に
は
小
麦
、

５
〜
６
年
生
に
は
そ
ば
を
育
て
さ
せ
、
収

穫
後
も
先
生
た
ち
や
用
務
員
さ
ん
の
協
力

の
下
、
本
格
的
な
そ
ば
打
ち
や
料
理
な
ど

充
実
し
た
体
験
学
習
活
動
を
行
い
、
子
ど

も
た
ち
の
食
に
対
す
る
意
識
を
育
て
、
好

き
嫌
い
も
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
も
手

伝
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
農
作
業
し
た

り
、
給
食
を
食
べ
た
り
す
る
ひ
と
時
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
と
っ
て
大
き
な

楽
し
み
で
す
。「
そ
ろ
そ
ろ
次
の
人
に
こ

の
役
割
と
楽
し
み
を
譲
ら
に
ゃ
か
な
」と

優
し
い
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
は
高
齢
者
の
楽
し
み

大
島
の
子
ど
も
た
ち
は
素
直
に
言
う
こ
と
を
聞
く
よ
い
子
ば
か
り
で
す



「捕鯨に関する伝統文化の一翼を担い、
　　　　　生月の貴重な芸能として受け継いでいます」

　生月勇魚捕唄保存会Jr.は、平成14年に生月勇魚捕唄保存会の子ども版とし

て発足しました。勇魚捕唄は、捕鯨の際、鯨まで海を泳ぎ渡り仕留める勇猛

果敢な羽指たちが、円を描いて踊った「羽指踊り」の音曲のみが伝えられたも

ので、鯨組として有名な益冨組の本拠地である壱部浦に伝承されています。

一番から七番までの唄と、大漁唄、尺八節、つもりわけ唄など全12曲からな

り、締太鼓による早いテンポの轟くような連打と、野太い声で口説かれる唄

は、まさに鯨に向かっていく闘争精神を音で再現した勇壮なものです。締太

鼓は曲によってテンポが違うため、覚えるには数多くの練習が必要だとか。

同会Jr.では、一番唄、三番唄、五番唄を結婚式や成人式、各種イベントなど

で披露しています。

「生月勇魚捕唄保存会Jr.」

古川　靖雄さん（21歳・度島町）
ふるかわ　　 やす お

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

■勤務先

　東洋漁業株式会社

■ニックネーム

　やっくん

■性格は？

　陽気で話し好き

■趣味・特技

　バイク

「早く一人前の船乗りになれるように
　　　　　　　　　　　　努力しています」

12月生まれ

　古川さんは、船乗りになるために国立唐津海上技術
学校で３年間勉強し、海技士免許を取得しました。平
成19年４月に東洋漁業株式会社に就職し、現在は済
州島や東シナ海でサバやアジの漁を行うまき網船で、
先輩のみなさんの指導を受けながら主に機械の管理や
整備を担当しています。「漁に出ると約24日間は回り
に何もない大海原の中。そこで見る朝日や夕日、星空
などはとてもきれいです」と笑顔で話してくれました。

久原　優汰くん
（Ｈ１８.１２.１２生）

く ばら　　ゆう た

～昌利さん・美絵さんの長男～
≪田平町山内免≫

はしぐち　　 さ　え まつ お　　　ゆ　う

～大志さん・智絵さんの長女～
≪津吉町≫

わんぱくだけどわんぱくだけど
優しい男の子になってネ優しい男の子になってネ

３歳おめでとう！３歳おめでとう！
元気に育ってネ！元気に育ってネ！

おてんば娘よ、おてんば娘よ、
お手やわらかに・・お手やわらかに・・

わんぱくだけど
優しい男の子になってネ

松尾　優羽ちゃん
（Ｈ１８.１２.２６生）

～繁さん・美輪さんの三女～
≪木ヶ津町≫

３歳おめでとう！
元気に育ってネ！

おてんば娘よ、
お手やわらかに・・

vol.49

　生月中学校軟式野球クラブは、30年間クラブを率いて

いる森田監督の下、日が暮れるまで毎日練習しています。

練習は、ランニングやキャッチボールなどの基礎練習の

後、守備練習を兼ねてバッティングマシンを使った打撃練

習を主に行っています。同クラブは、県内で開催される大

会に年間約10回出場。常に上位争いをしており、10月31

日、11月1日の両日、県内の16

チームが集まり島原市で行われ

た「長崎県中学校軟式野球競技新

人大会」では見事優勝しました。

岩野上キャプテンは「みんな元気

で、エースの末永君を中心とし

た守りのチームです」と話しま

す。11月21、22日の両日、大分

県別府市で行われた九州大会で

は、１点及ばず全国大会への切

符を惜しくも逃しました。

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／毎日　午後５時～日没まで
活動会場／生月町勤労者体育センター野球場
対 象 者／生月中学校生徒
連 絡 先／代表宅 ☎53‐2355
部 員 数／ 17人
参 加 費／ 3,000円（月額）
代　　表／森田　良二さん（生月町里免）

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週土曜日　午後７時～午後８時
活動会場／生月町中央公民館
対 象 者／生月小学校児童
連 絡 先／豊増　一郎宅 ☎53‐2525
部 員 数／ 19人
参 加 費／無料
代　　表／益冨　哲朗さん（生月町壱部浦）

「接戦を制し、県新人大会で優勝！
　　　　　　　　　　　九州大会でも善戦」

「生月中学校軟式野球クラブ」
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橋口　紗英ちゃん
（Ｈ２０.１２.１７生）

は　  ざし

いさ　　   な　　  とり　　うた



　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。お便りをくださっ
た人の中から抽選で２名様に上記商品をプレゼント。
応募締切は12月18日（金）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　総務課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供しますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

広
報
ひ
ら
ど
６
月
号
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
の『
き
の
こ
屋
』さ
ん
か
ら
の『
し
い
た

け
栽
培
セ
ッ
ト
』が
10
月
に
届
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

さ
て
、
そ
の
椎
茸
で
す
が
育
ち
が
良
く

て
、
た
く
さ
ん
の
椎
茸
が
次
か
ら
次
に
顔

を
出
し
、
そ
し
て
グ
ン
グ
ン
大
き
く
な
り

届
い
て
か
ら
１
週
間
〜
10
日
毎
に
１
度
の

収
穫
。
室
内
で
食
材
を
育
て
収
穫
で
き
る

と
い
う
不
思
議
な
感
覚
と
育
て
た
喜
び
み

た
い
な
も
の
が
あ
り
ま
す
ね（
説
明
書
ど

お
り
水
を
か
け
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
か
け
て

い
た
だ
け
な
の
で
す
が…

）。

　

収
穫
し
た
椎
茸
は
ま
ず
は
バ
タ
ー
焼
き

に
、
次
に
豚
汁
に
し
て
と
っ
て
も
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
か
ら
の
季
節
は
、

す
き
焼
き
や
そ
の
他
の
鍋
料
理
な
ど
に 

大
活
躍
だ
ろ
う
な
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

（
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー　

36
歳
女
性
）

●

　

平
戸
市
へ
の
思
い
。
平
戸
に
住
ん
で
17

年
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
白

鷺
城
と
呼
ば
れ
有
名
な
姫
路
城
の
近
く
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
お
城
を
み
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
海
外
文
化
の
発
信
基
地
で

あ
っ
た
平
戸
の
文
化
に
包
ま
れ
て
幸
せ
に

思
い
ま
す
。
松
浦
史
料
博
物
館
も
見
た
の

で
す
が
、
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
匿
名
希
望　

42
歳
女
性
）

●

　

広
報
ひ
ら
ど
10
月
号
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が
当
た
り
ま
し
た
。

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
家
の
前
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
ま
し
た
。
春
に
な
っ
て
き
れ

い
に
咲
い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ひ
ら
ど
を
見

る
の
が
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
ド
ラ
ミ
ち
ゃ
ん　

９
歳
女
性
）

●

　
「
お
ら
ん
だ
芸
術
祭
」に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の「
風
の
水
平
線
」の
大

合
唱
は
特
に
印
象
深
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

最
高
の
芸
術
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
さ
る
ち
ゃ
ん　

65
歳
女
性
）

●

　

秋
晴
れ
の
日
、
中
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ

い
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
成
績
は
い

つ
も
の
よ
う
に
最
低
で
す
が
気
分
は
爽
快

で
し
た
。

　

参
加
賞
に
い
た
だ
い
た
新
米
を
地
区
の

お
く
ん
ち
ま
で
保
管
し
、
お
父
さ
ん
の
大

好
き
な
押
し
寿
司
を
作
り
ま
し
た
。
も
ち

も
ち
し
て
、
と
っ
て
も
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
福
岡
の
娘
に
も
送
り
、「
平

戸
の
米
は
や
っ
ぱ
り
う
ま
か
ね
ー
」と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

世
の
中
、
老
人
社
会
と
な
り
、
老
人
な

り
に
今
後
元
気
に
過
ご
す
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
考
え
て
い
ま
す
。
行
事
も
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
老
人
の
元
気
な
と
こ
ろ

も
広
報
に
載
せ
て
い
た
だ
く
と
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
し
い
市
長
も
決
ま
り
、
市

会
議
員
の
み
な
さ
ん
の
顔
も
揃
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
健
闘
と
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
匿
名
希
望　

73
歳
女
性
）

●

　

連
休
を
利
用
し
て
娘
と
２
人
で
一
人
住

ま
い
の
孫
の
生
活
を
見
に
上
京
し
ま
し
た
。

孫
の
住
ま
い
は
東
京
メ
ト
ロ
沿
線
に
沿
っ

た
落
ち
着
い
た
静
か
な
地
区
で
私
ど
も
は

ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
日
本
の
首
都
東
京
に
来
た
の

だ
か
ら
と
皇
居
前
広
場
、
渋
谷
の
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
交
差
点
、
築
地
の
さ
し
み
丼
、
そ

し
て
銀
ブ
ラ
と
体
験
し
、
ど
こ
も
か
し
こ

も
感
動
し
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
東
京
は
す
ご
い
所
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
一
人
住
ま
い
の
親
を
心
配
し
て

子
ど
も
が
都
会
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
耳
に
し
ま
す
が
私
は
落
ち
着
い
た

平
戸
が
好
き
で
す
。

　

若
い
こ
ろ
は
、
刺
激
を
求
め
て
都
会
に

憧
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
老
い
た

今
は
平
戸
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
幸
せ
を

つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
新
鮮
な
魚
、
お
い

し
い
野
菜
、
き
れ
い
な
空
気
、
気
の
お
け

ぬ
親
し
い
人
が
て
ん
こ
盛
り
だ
か
ら
、
終

の
住
家
は
や
っ
ぱ
り
平
戸
な
の
で
す
。

（
平
戸
が
大
好
き
オ
バ
バ　

75
歳
女
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
２
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

　10月22日、九電工株式会社グループ社員20人による赤坂野球
場土手の清掃が行われました。今年で15回目となる清掃活動で、
急斜面の作業が困難な場所などの草刈りをしてもらったことで、
利用者に気持ちよく使ってもらえるようになりました。

　社団法人平戸法人会から、平戸城へベンチ２台の寄贈がありま
した。平戸法人会では、毎年、公園や公共施設にベンチの寄贈を
行っています。平戸城でも、多くの観光客のみなさんに喜んで
使ってもらっています。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、８通でした。

※プレゼントは、事業所から提供をいただいています。

「平戸和牛商品券（5,000 円分）」を
　　　　　　   ２名様にプレゼント！
　木引田町商店街にある「市山精肉店」は、古くから地
元の精肉店として、地域のみなさんから親しまれてい
ます。また、築地町にある直営店の「焼肉市山」も安く
ておいしい肉が食べられるとのことで、市民のみなさ
んや観光客に人気があります。どちらの店も人気商品
といえばやはり「平戸和牛」で、贈答品としても大変喜
ばれている平戸の誇れるブランド食品です。その肉質
は、平戸の豊かな自然環境の中で、丹精こめて育てら
れているために、色鮮やかで上質な甘みがあり肉本来
のうまみがある最高級の品質です。今回は、市山精肉
店の商品券（5,000円分）を2名様にプレゼントします。
　ぜひ、この機会に平戸和牛を味わってみませんか。
◎商品についてのお問い合わせ
　市山精肉店
　〒859‐5121　平戸市木引田町432
　TEL 22‐2690　FAX23‐8212

市山精肉店

▲平戸港交流広場で開催された子ども芸能フェスタからの一コマ▲平戸港交流広場で開催された子ども芸能フェスタからの一コマ▲平戸港交流広場で開催された子ども芸能フェスタからの一コマ

豊
か
な
平
戸
の
自
然
が
育
ん
だ

豊
か
な
平
戸
の
自
然
が
育
ん
だ

最
高
の
肉
質
の
平
戸
和
牛

最
高
の
肉
質
の
平
戸
和
牛

豊
か
な
平
戸
の
自
然
が
育
ん
だ

最
高
の
肉
質
の
平
戸
和
牛

■
T
O
P
I
C
S

T
O
P
I
C
S

■
T
O
P
I
C
S

■平戸法人会から平戸城へベンチの寄贈がありました

■赤坂野球場土手を九電工さんに清掃していただきました

つ
い



■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／９日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館和室小
■クラフト教室／ 12日　　午後１時30分～
　　　　　　　　 北部公民館大ホール
■クリスマスおはなし会／ 26日　　午後２時～
　　　　　　　　　　　　平戸図書館児童室

◎休館日／ 1日　、8日　、15日　、22日　、
　　　　　27日　～１月３日　（年末図書整理、年末年始）

このほかにもたくさんの
新着図書があります

田

大平

平

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

！！

平戸図書館 ☎22‐4017

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

■おはなし会／ 5日　・19日　・26日　　午後2時～
■映画会／ 12日　　午後2時～
　　　　　 市ふれあいセンター児童室
　　　　　・マッチ売りの少女（12分）
　　　　　・わすれるもんか！（40分）
■おたのしみ会／ 25日　　午後2時～
　　　　　　　　 市ふれあいセンター児童室

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土

土

土

土

水

火 火 火 火

日 日

南部公民館図書室 ☎27‐0047

●１２月の主なもよおし●●１２月の主なもよおし●

生月町中央公民館図書室 ☎53‐0541

～図書館からのお知らせ～

◎休館日／ 1日　、8日　、15日　、22日　、
　　　　　27日　～１月３日　（年末図書整理、年末年始）

火

金

火 火 火

日 日

永

南

生平 永 田平 永

平

永永

生生生生生生

南
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　今日見た夢って何を暗示している
の？…ちょっと調べてみたいと思い
ませんか？夢でよく登場する項目か
ら、それぞれの意味や解釈のポイン
ト、関連するバリエーションなどを
解説しています。

『夢事典～夢は現在・未来を
　伝えるあなたへのメッセージ～』

著　者／レディ・ラピス
出版社／新星出版社

　クリスマスの夜。大切な仕事を
頼まれたこびとたちのチームは、
働く車の列をつくって、夜の町を
走っていきます。どこへ行くのか
な？そして頼んだのはだれかな？ 
クリスマスにぴったりの一冊です。

『おたすけこびとの
　　　クリスマス』
文／なかがわちひろ
絵／コヨセ・ジュンジ
出版社／徳間書店

著　者／鈴木由紀子
出版社／幻冬舎

　どんぐり、松ぼっくり、らっかせい
…。身近な素材で、クリスマスやお正
月の飾りを作ってみませんか？落ち葉
とつるのリース、クリスマスモビール、
ミニ門松など、ほのぼのとして温かな
手づくり作品を紹介しています。

『クリスマス・正月の
　　　　　　工作図鑑』

　もし家族が、それとも自分が「認
知症」にかかったら…。「一度かかっ
たら回復の見込みがない」と思われ
がちな認知症。しかし早期発見と適
切な治療で進行を抑えることができ
るとされています。認知症の種類や
治療法、介護法までを解説している
一冊です。

著　者／鳥羽　研二
出版社／主婦と生活社

　高校時代は未来の予告編で、学んだ
ことやがんばったこと、できた仲間は、
一生の宝物になります。就活のバイブ
ル「面接の達人」の著者が、高校時代
を充実させるコツを自身のエピソード
を交えて、アドバイスします。

『高校時代にしておく
　　　　　  50のこと』

著　者／中谷　彰宏
出版社／ＰＨＰ研究所

『認知症の安心生活読本』

『黄金のロザリオ　
　伊達政宗の見果てぬ夢』

著　者／岩藤しおい
出版社／いかだ社

　奥羽の覇者・伊達政宗の人生を新
たな視点から読み解きます。天下を
取ることを野望に秘め、海外への雄
飛を夢見た独眼竜。政宗にのしかかっ
た過酷な運命を描いた一冊です。気

見
つ
け
た　

平
戸
の
元

No.7

！

「
平
戸
検
定（
初
級
編
）」　

〜
平
戸
学
の
活
用
〜

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド

　

平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
は
、
平

成
10
年
に
発
足
以
来
、
平
戸
を
訪
れ
る
観

光
客
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の
案
内
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
会
員
数
も
数

人
で
し
た
が
、
現
在
で
は
20
人
に
増
え
ま

し
た
。
過
去
５
年
間
で
案
内
し
た
人
数
は

３
万
人
以
上
で
、
平
成
20
年
度
は
１
年
間

で
５
０
４
件
、
１
万
２
５
６
５
人
を
案
内

し
ま
し
た
。
一
日
平
均
１
・
４
人
の
ガ
イ

ド
稼
動
率
に
な
り
ま
す
。

　

観
光
客
が
集
中
し
、
ガ
イ
ド
が
フ
ル
稼

働
す
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に「
大
変
だ
か
ら
」「
嫌
に
な
っ

た
か
ら
」と
言
っ
て
ガ
イ
ド
を
リ
タ
イ
ヤ

す
る
人
は
、
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
か
？「
ガ
イ
ド
す
る
こ
と

が
楽
し
い
」の
一
言
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
現

在
ま
で
、
多
く
の
観
光
客
と
接
し
案
内
す

る
中
で
、「
人
と
出
会
う
楽
し
さ
」と「
ふ

る
さ
と
平
戸
の
素
晴
ら
し
さ
」を
学
び
ま

し
た
。
遠
来
の
お
客
さ
ん
は
、
平
戸
が
ど

う
い
う
所
か
興
味
津
々
で
す
。
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
に
、
日
ご
ろ
か
ら
学
ん
だ
歴
史

や
文
化
、
自
然
に
つ
い
て
お
話
す
る
と
大

変
喜
ば
れ
ま
す
。
時
に
は
失
敗
し
て
落
ち

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
の

「
あ
り
が
と
う
、
平
戸
っ
て
す
ご
い
所
で

す
ね
」の
一
言
が
私
た
ち
を
元
気
づ
け
て

く
れ
、「
ま
た
頑
張
ろ
う
」と
い
う
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

平
戸
の
素
晴
ら
し
さ
、
奥
深
さ
を
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
、
多
く
の
人
に
平
戸
の
魅
力

を
伝
え
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ

ド
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
平
戸
の

魅
力
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平

戸
の
自
然
や
歴
史
、
民
俗
な
ど
約
１
２
０

項
目
を
ま
と
め
た「
平
戸
検
定
公
式
テ
キ

ス
ト
ブ
ッ
ク
」を
発
刊
し
ま
す
。
多
く
の

み
な
さ
ん
に
観
光
案
内
用
な
ど
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

○と　き　平成22年２月14日（日）午後２時～
　　　　　（受付：午後１時30分～）
○ところ　北部公民館
○受検料　500円
○内　容　「平戸検定公式テキストブック」から
　100題出題します。
　※合格者には平戸市長から認定状を贈ります。
○申込締切日　平成22年２月５日（金）

　検定実施にあたり、平戸
市博物館協議会の協力の下、
「平戸検定講習会」を開催し
ます。
○と　き　平成22年１月７
　日（木）～２月８日（月）の
　毎週月・木曜日　午後7時
　～午後8時30分（全10回）
○ところ　北部公民館
○受講料　無料
○申込締切日　12月28日（月）
※受講する人は、「平戸検定公
　式テキストブック」を購入し
　てください。

「平戸検定」（初級編）開催日決定！

▲観光客に平戸の魅力を伝えながら
案内するウェルカムガイド（一番右）

▲12月中旬に発売される
平戸検定公式テキストブック
○価　格　1,500円（１冊）
○内　容　平戸の自然や歴史、
　民俗など約120項目をやさ
　しく解説しています。

■申込み、お問い合わせ
　観光商工課観光班
　☎22‐4111（内線2274）
※公式テキストの購入、平戸
　検定（初級編）の受検を希
　望する人は、電話で観光商
　工課観光班へお申し込みく
　ださい。

▼
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り（
や
ら
ん
ば
市
民
活
動
モ
デ
ル
事
業
）

　

ま
た
、
覚
え
た
内
容

を
よ
り
自
分
の
も
の
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
、

公
式
テ
キ
ス
ト
か
ら
問

題
を
出
題
す
る「
平
戸

検
定（
初
級
編
）」を
平

成
22
年
２
月
14
日（
日
）

に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
み

な
さ
ん
も
公
式
テ
キ
ス

検定にチャレンジする前に
「検定講習会」で勉強　　　

ト
で
平
戸
の
魅
力
を
勉
強
し
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
平
戸

検
定
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と
を
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
す
良
い
機
会
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
で
、
観
光
地「
平

戸
」を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

あなたも「平戸ものしり博士」の称号を手に入れよう！
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▲写真上 : ハウス 1 棟につき約２万 4000 個
の菌床ホダ木で栽培。収穫は身に傷が付かな
いように一つ一つ丁寧に手作業で行う。　写
真右：きれいな水と徹底した品質管理により、
肉厚で香り豊かなしいたけとなる。▼写真
下：京崎の山の恵みであるきれいな水と空
気により、品質の良いしいたけが生産できる。▲風味豊かな香りと、しいたけの歯ごたえと

　エビの食感の組み合わせが絶妙の一品。

平成２年から森林組
合に勤務し、しいた
けの生産管理から生
産の指導を担当。今
後の生産量の増加を
図るために、新品種
のしいたけ菌の導入
にも取り組んでいる。

平戸市森林組合
しいたけ生産部
工場長
松尾  喜代久さん

◎迎紐差町（48）

昭和 54 年から、平戸
最初の居酒屋として
炉ばた焼「大徳利」を、
営業。昨年 8 月には、
新店舗でオープン。昼
食の懐石やひらめ料
理なども好評。

いけす居食屋　
大徳利　店主
橋本　武志さん

◎木引田町（55）
◎しいたけは低カロリーで、
ミネラル・食物繊維が豊富。
カルシウムの吸収を助ける
役目をするエルゴステリン
という物質を含んでおり、
成長期の子どもや妊婦には
特に摂取が必要な食品。ま
た、血圧降下やコレステ
ロールを下げる作用もある。

し
い
た
け
は
優
れ
た
健
康
食
品

　

冬
の
木
枯
ら
し
が
吹
き
始
め
る
と
、
鍋

料
理
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。
そ
の

具
材
と
し
て
欠
か
せ
な
い
一
品
が
、
し
い

た
け
で
す
。
し
い
た
け
は
、
昔
か
ら
自
然

食
品
の
王
様
と
呼
ば
れ
、
私
た
ち
に
一
番

身
近
な
き
の
こ
と
し
て
食
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
栄
養
価
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、

生
活
習
慣
病
で
あ
る
成
人
病
予
防
に
効
果

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
い
た
け
の
栽
培
方
法
に
は
、
古
く
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
原
木
栽
培
と
、
原
木
を

オ
ガ
粉
に
し
て
用
い
た
菌
床
栽
培
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
５
つ
の
し
い
た
け
生
産
団

地
で
は
、
菌
床
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、

「
ひ
ら
ど
ロ
マ
ン
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、

全
国
に
向
け
て
年
間
７
０
０
ト
ン
を
超
え

る
量
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

10
棟
の
ハ
ウ
ス
で
し
い
た
け
を
生
産
し
て

い
る
平
戸
市
森
林
組
合
の
松
尾
喜
代
久
さ

ん
。「
平
成
５
年
か
ら
菌
床
し
い
た
け
の

主
役
食
材
と
な
れ
る
お
い
し
さ

　

大
徳
利
は
、
昨
年
８
月
に
新
店
舗

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
客
様
に

は
、
新
鮮
で
お
い
し
い
旬
の
地
元
産

に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
あ
ら
鍋
な
ど
の
料

理
が
好
評
で
、
観
光
客
や
市
民
の
み

な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

寒
い
時
期
に
か
け
て
鍋
料
理
が
お

い
し
く
な
り
ま
す
が
、
材
料
と
し
て

欠
か
せ
な
い
も
の
に
し
い
た
け
が
あ

り
ま
す
。
平
戸
産
の
し
い
た
け
は
、

肉
厚
で
香
り
が
よ
く
歯
応
え
も
あ
り

非
常
に
お
い
し
い
食
材
で
す
。
鍋
で

は
脇
役
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、

炭
火
の
し
い
た
け
焼
き
に
塩
と
レ
モ

ン
だ
け
で
食
べ
る
料
理
が
、
素
材
の

良
さ
を
活
か
し
た
味
と
し
て
、
店
の

人
気
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
戸

産
の
し
い
た
け
は
、
十
分
に
料
理
の

主
役
と
な
る
お
い
し
い
食
材
と
思
っ

て
い
ま
す
。

し
い
た
け

◎材　料（４人分）
しいたけ（中）８枚、エビ（中）10尾、 酒、
塩、こしょう少々、片栗粉適量
◎作り方
①しいたけの石づきをとる。②しいたけ
の裏側に片栗粉を薄くまぶす。③エビを
包丁で粗くたたいて、酒、塩、こしょう
を適量加え、すり身にする。④③をしい
たけで両方から挟んで、片栗粉を薄くま
ぶす。⑤170℃くらいの油で4～ 5分軽く
焦げ目ができるまで揚げる。

平戸しいたけのエビすり身揚げ

Vol - 06

肉
厚
で
歯
ご
た
え
と
香
り
が
よ
く

食
物
繊
維
な
ど
を
含
ん
だ
健
康
食
品

生
産
を
始
め
、
現
在
で
は
生
産
量
も
順
調

に
延
び
て
き
て
い
ま
す
。
菌
床
し
い
た
け

の
生
産
は
、
温
度
と
水
分
調
整
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
季
節
や
そ
の
日
の
天
気
に

よ
っ
て
、
微
妙
に
調
整
し
な
が
ら
、
し
い

た
け
が
育
ち
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
一
番
重
要
な
の
が
水

で
す
。
こ
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
京
崎
の
山
の

湧
き
水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
き
れ

い
な
水
を
与
え
る
こ
と
で
、
お
い
し
い
し

い
た
け
と
な
り
ま
す
。
ひ
ら
ど
ロ
マ
ン
は

豊
か
な
自
然
が
も
た
ら
す
平
戸
の
ブ
ラ
ン

ド
で
す
」　

と
松
尾
さ
ん
。
そ
の
品
質
の

良
さ
か
ら
関
東
、
関
西
の
市
場
で
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
尾
さ
ん
は
、「
今
後
も
お
い
し
く
安

心
安
全
な
食
品
づ
く
り
を
心
が
け
、
生
産

量
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
熱
心
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Interview

【平戸しいたけのエビすり身揚げ】

チャレンジお手軽レシピ

春 夏 秋 冬
◎旬の時期

▲

【平戸しいたけの ビすり身揚げ】

風味豊かな香りと肉厚の身が風味豊かな香りと肉厚の身が
　　特徴のおいしくヘルシーな食材　　特徴のおいしくヘルシーな食材
風味豊かな香りと肉厚の身が
　　特徴のおいしくヘルシーな食材
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うすき竹宵

▲オランダ料理のビターバレンなどの販売

▲木ヶ津千灯篭まつり実行委員会と一緒にＰＲ

▲幻想的な竹あかりが町中を灯す竹宵まつり ▲臼杵を目指して、元気よく市役所をスタート ▲臼杵のみなさんの温かい歓迎によるゴール

▲食彩フェスタでのオランダスティックの販売 ▲ひらどツーデーウォークゴールでのもてなし

XX
「オランダ料理」
　私が日本に来た時に気づいたことは、日本人は食べることを本当に大事にしていることです。オランダで

ももちろん食事は大切なものですが、日本人のほうが味に対してこだわりがあると思います。

　たとえば、ヨーロッパでグルメツアーは見たことありません。食事を中心にした旅行

は本当に不思議だと思いました。オランダでは観光地を選んで、現地についてから食事

を考えるパターンが普通です。「オランダの主食は何ですか？」という質問もよく平戸で

聞かれます。じゃがいもやパンは主食というイメージがありますけど、実は一日に３回

も食べる物はありません。一般的に言えば、朝食はパンやヨーグルト、昼食はパンやフルーツ、

夕食はじゃがいも、パスタか米に野菜と肉を組み合わせています。

　平戸おくんちで、オランダ風バーを開いて、オランダのビールと現代的なおやつを紹介しま

した。その中のひとつはビターバレンでした。まん丸の肉コロッケはオランダの大人気おやつ

です。下記のレシピを使って、ぜひ作ってみてください！

　                　 ■□■　ビターバレン（オランダの肉コロッケ）レシピ　■□■
【材料】小麦粉： 80ｇ、バター： 50ｇ、ブイヨン： 400cc、塩・コショウ： 少々、ウスターソー
ス： 少々、薄切り牛肉：100ｇ(超細かく切る)、パセリ： 一束(みじん切りにする)、

卵白： 1個分、パン粉・油・粒マスタード： 適量

【作り方】1.厚手の鍋にバターを入れ、小麦粉を加えて弱火でダマにならないようによく混ぜます。そこにブ
イヨンを少しずつ加えて混ぜ、耳たぶくらいの固さになったら牛肉とパセリを加え、塩、コショウで味を整

え隠し味にウスターソースを２～３滴入れます。肉に火が通ったら火を止めてそ

のまま冷まします。

2.ボウルで卵白を角が立つくらいまで泡立てます。(1)が冷めたらスプーンですく

い、手のひらでピンポン玉くらいの大きさに丸めます。泡立てた卵白にくぐらせ、

パン粉をまぶします。 

3.サラダ油を熱し、180度の温度でコロッケを揚げます。

4. マスタードに付けて、エイト・スマークルック！（どうぞ召し上がれ！）

　現在、平戸オランダ商館の最大の建物である「1639年築造倉庫」
を、平成23年の完成を目指して復元工事を行っています。
　この商館倉庫への関心を高めてもらうため、また、復元後に効果
的に活用するための方法について考えることを目的としてフォーラ
ムを開催します。ぜひご参加ください。
●と　き　　12月13日（日）午後２時～午後５時
●ところ　　北部公民館大ホール
●内　容

平戸オランダ商館フォーラム

▲募集により集まったスタッフを含め20人の
　市民劇団は、現在、公演に向けて稽古中

■職員プロジェクトチーム

『WE　LOVE　オランダ事業』

オランダ風BAR
　　　『De Haar』（デハール）
　10月25日に開催された平戸城下歌仙灯籠まつりにおいて、平戸オランダ年の
情報拠点の「デハール」でオランダ料理やオランダビールなどの販売を行いました。
観光客や市民のみなさんなど約300人の来場があり、楽しんで飲食してもらったほ
か、展示してある資料などで平戸とオランダの歴史について知ってもらいました。

　11月5日から7日の3日間、日蘭通商400周年を記念して、オランダのリーフデ
号が漂着して日蘭交流が始まった臼杵市までを、自転車を乗り継ぎ、道中で「平戸
オランダ年」のＰＲを行いながら280kmの行程を走破しました。
　ゴールでは、臼杵市民のみなさんの温かい歓迎を受け、開催されていた「うす
き竹宵」に、市職員と木ヶ津千灯篭まつり実行委員会のメンバーで作ったリーフデ
号をモチーフにした竹のオブジェを展示し、平戸オランダ年のＰＲを行いました。

【リーフデ号漂着の地】
臼杵から始まった
日蘭交流

【オランダ商館建設の地】
平戸から始まった
日蘭通商

　平戸オランダ年をＰＲするため、協働によるまちづくりの一端を担う市
役所職員で企画して実施することを目的に、職員プロジェクトチーム
「リーフデ号」を結成。食彩フェスタでのオランダ創作料理「オランダス
ティック」の販売、ひらどツーデーウォークでのオランダ衣装で仮装して
のＰＲとおもてなしのほか、下に紹介している２事業を併せて４つの事業
を行い、オランダ年イベントなどを盛り上げてきました。

280km

・カット氏＆フィス氏による「1639年築造倉庫につい
　て」の講演
・パネルディスカッション
・市民劇団脚本表彰
・市民劇団による「平戸恋しやバスツアー物語」の公演

※「平戸恋しやバスツアー物語」のあらすじ
　天国（あの世）から１台の観光バスが平戸
に到着します。平戸と縁の深い先人たちが
ツアー客としてやって来ました。先人たちは、
郷愁の思いを胸に抱いてバスを降り、平戸
市内を散策します。その模様をおもしろく、
そしてちょっぴりホロリと描いています。

▲オランダではどの家庭
　でも人気の定番です。

～西の端（west）平戸から、東の端（east）臼杵までのオランダ年PR事業～
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　小学生を持つ保護者の多くは、就労のため、放課後子どもを安心して預ける場
所を求めており、特に小学校低学年児童の預かりを望んでいます。先月は、居場
所の一つである放課後児童クラブ「なのはなクラブ」を紹介しました。今月は、児
童館と保育園の学童保育について紹介します。お気軽に利用してください。
■お問い合わせ　福祉事務所子育て支援班（内線☎2572）

No.8　放課後や小学校が休みの日の居場所づくり②

HappyHappy 子育て応援隊子育て応援隊Happy 子育て応援隊

Interview

　「遊ぶ友達がいない」「家に誰もいない」ときなどに、子
どもたちにとって「いやしの空間」になればと思っていま
す。必ず全員に言葉かけをして、その子の気持ちを分かる
ように心がけています。少し慣れてくると、憎まれ口を
言ったり、甘えてきたりと子どもたちの素の姿を見ること
ができます。この仕事をしていて良かったなあと感じると
きです。これからも子どもたちといっぱい笑って過ごして
いきたいです。

児童厚生員

神田　敬子さん
　　   【生月町山田免】

児童厚生員の声こ
れ
か
ら
は
地
域
の
支
え
が

子
育
て
の
大
き
な
柱
で
す
。

　

先
月
、
今
月
と
２
回
に
わ
た
り
、

放
課
後
や
小
学
校
な
ど
が
休
み
の
日

の
小
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
を
紹
介

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

異
な
っ
た
年
齢
同
士
が
遊
べ
る
空
間

や
、
指
導
員
や
児
童
厚
生
員
、
保
育

士
が
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、

安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
共
働
き
家
庭
が

増
え
た
今
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で

見
守
り
、
地
域
で
育
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
状
況
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き

ま
す
。
仕
事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
と
っ
て
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
は
、
子
育
て
の
大
き
な

柱
と
も
い
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
の
整
備
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
居
場
所
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

る
」と
い
う
思
い
と
行
動
、
保
護
者
の

「
我
が
子
を
安
心
し
て
預
け
る
た
め
に

自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
」と
い
う

思
い
と
行
動
が
、
重
要
な
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
今
後
も
地
域
み
ん
な
で

子
育
て
を
考
え
、
支
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

市
立
山
田
児
童
館
は
、「
近
所
に
友
達

が
い
な
い
」「
大
人
が
忙
し
く
て
子
ど
も
に

か
ま
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
」そ
ん
な
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
の
役
割
を
持
っ
て
お
り
、

１
日
平
均
27
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
児
童
館
の
も
う
一
つ
の
特
徴
が
、
子

育
て
中
の
親
子
が
集
う
場「
よ
ち
よ
ち
ク

ラ
ブ
」で
す
。
１
日
平
均
10
組
の
親
子
が

気
軽
に
利
用
し
、
自
由
に
遊
ん
で
親
子
・

子
ど
も
同
士
・
親
同
士
が
触
れ
合
う
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
、
家
庭
で
子
育
て
中
の
親
子

が
集
い
、
午
後
か
ら
は
下
校
し
た
小
学
生

た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。
い
つ
で
も
に
ぎ

や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
地
域
の
子
育

て
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
平
戸
市
立
山
田
児
童
館
】紹
介

■
利
用
時
間

▼
平
日　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
（
乳
幼
児
と
保
護
者
に
開
放
）、
午
後
２

　

時
〜
午
後
５
時（
児
童
に
開
放
）

▼
土
曜
日
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
日

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分
、
午
後
１

　

時
30
分
〜
午
後
５
時（
児
童
に
開
放
）

■
対
象
児
童　

市
内
に
在
住
す
る

　

小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生

※

保
育
園
に
よ
っ
て
は
、
小
学
６

　

年
生
ま
で
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法　

入
所
希
望
の
保
護

　

者
は
、
各
保
育
園
に
備
え
付
け

　

の
入
所
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

■
活
動
内
容　

小
学
校
か
ら
帰
っ

　

て
き
た
ら
、
宿
題
を
し
た
り
、

　

お
や
つ
を
食
べ
た
り
し
ま
す
。

　

小
学
生
が
保
育
園
児
と
同
じ
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
で
一
緒
に
遊
び
、
小

　

さ
い
園
児
の
お
世
話
を
し
、
同

　

じ
屋
根
の
下
で
生
活
す
る
光
景

　

は
、
日
常
の
姿
と
な
っ
て
い
ま

　

す
。

　
　

小
学
校
の
な
い
土
曜
日
は
、

　

遠
出
の
散
歩
を
し
て
、
地
元
探

　

検
を
し
な
が
ら
新
た
な
発
見
を

　

し
た
り
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期

　

休
業
の
場
合
、
園
の
プ
ー
ル
を

保育園名

愛の園保育所

みのり保育園

光の園保育園

中野愛児園

宝亀保育園

東和愛児園

中津良保育所

堤保育所

津吉保育所

小鳩保育園

平戸口社会館

若葉保育園

花園保育園

住　所

鏡川町361

鏡川町252

大久保町322-11

山中町391

宝亀町1407

紐差町690-1

猪渡谷町722-2

堤町1072

前津吉町468-1

辻町205

田平町山内免764-2

田平町下寺免634-8

田平町下亀免968-1

電話番号

22‐2244

22‐2575

23‐2612

24‐2358

28‐0328

28‐0156

27‐0475

27‐1084

27‐0222

27‐0333

57‐0236

57‐3028

57‐0744

◎「学童保育」実施保育園一覧表

　

小
学
生
を
保
育
園
で
預
か
る
学
童
保
育
で
は
、
担
当
し
て
い
る
保
育
士
が
常
時
従
事

し
、
登
録
し
て
い
る
子
ど
も
に
対
し
、
遊
び
を
主
と
し
た
生
活
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
13
か
所
の
保
育
園
で
実
施
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
学
年
や
年
齢
を
超

え
た
縦
割
り
の
交
流
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い
空
間
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
館
は
、
子
ど
も
が
遊
び
を
通
し
て
、
健
康
で
心
豊
か
に
育
つ
こ
と
を
目
指
し
て
作
ら

れ
た
施
設
で
す
。
市
内
に
は
、
専
任
の
児
童
厚
生
員
が
従
事
し
て
い
る
山
田
児
童
館
が
１
か

所
あ
り
、
下
校
し
た
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
中
の
親
子
が
集
う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子どもたちが
「児童館に行こうかな」
と思ってくれたら
うれしいです

かん　だ　　　   けい    こ

学
童
保
育

保
育
士
が
常
時
従
事
し
て

生
活
の
場
を
提
供
し
て
い
る

児
童
館

行
き
た
い
と
き
に
気
軽
に
利
用
で
き

親
子
で
自
由
に
遊
ん
で
触
れ
合
え
る

▲学童保育では、小学生が
園児のお世話をして、同じ
ところで生活する光景が日
常の姿となっています。

※

休
館
日
は
、
日
・
月
曜
日
、
祝
祭
日
、

　

年
末
年
始
で
す
。　

■
利
用
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
18
歳

　

未
満
の
子
ど
も

※

乳
幼
児
の
利
用
は
、
保
護
者
同
伴

■
利
用
料　

無
料

■
利
用
手
続
き　

児
童
館
に
備
え
付
け
の

　

利
用
者
名
簿
に
名
前
を
記
入
の
上
、
利

　

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ど
ん
な
と
こ
ろ
？　

広
い
部
屋
、
児
童

　

書
や
幼
児
本
の
あ
る
部
屋
が
あ
り
、
自

　

由
に
読
ん
だ
り
、
オ
セ
ロ
や
ト
ラ
ン
プ

　

な
ど
を
し
て
遊
び
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

市
立
山
田
児
童
館　

　

生
月
町
舘
浦
２
８
４
番
地
20

　
（
☎
53‐

１
７
５
９
）

月

5.6.9.10.11.2月

4.7.12.1.3月

8月

利用料

5,000円

6,000円

10,000円

給食・おやつ

1,500円

2,000円

3,000円

月額合計

6,500円

8,000円

13,000円

　

開
放
し
、
毎
日
プ
ー
ル
遊
び
を
楽

　

し
む
な
ど
保
育
園
に
よ
っ
て
さ
ま

　

ざ
ま
な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
給　

食　

土
曜
日
、
夏
休
み
な
ど

　

小
学
校
が
休
み
の
と
き
は
給
食
を

　

用
意
し
て
い
ま
す
。※これは一例です。保育園によって少し異なります。

　また、保育園によっては、日割り計算による保育料もあり
　ます。

▲広い部屋には、跳び箱や滑
り台、卓球、マットなどがあ
り、運動遊びができます。

保育時間

○学校の授業日

　放課後～午後６時30分

○土曜日・長期休業日

　午前7時～午後6時30分

※保育時間は一例です。保
　育園によっては、家庭の
　希望に応じて保育時間を
　延長することもできます。
※日曜日・祝祭日・年末年
　始（12月29日～１月３日）
　は休業ですが、それ以外
　に休業する場合がありま
　す。



　

収
集
日
の
確
認
を
！

　

年
末
年
始
の「
ご
み
・
し
尿
収
集
」

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８

『
年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
』

　

年
末
・
年
始
の
収
集
日
は
、
下
記
一
覧
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
各
地
区
で
収
集
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
平
戸
地
区
は
、
年
始
の
収
集
開
始
日

が
行
政
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

▼
12
月
30
日（
水
）か
ら
平
成
22
年
１
月
３
日

　
（
日
）ま
で
は
、
各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

大
島
地
区
の
み
、
12
月
30
日（
水
）ま
で
収

　

集
し
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
の
回
収
や
し
尿
の
汲
取
り
は
、
決

　

め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼「
警
告
シ
ー
ル
」が
貼
ら
れ
回
収
さ
れ
ず
に
い

　

る
ご
み
袋
は
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の

　

責
任
で
、
12
月
14
日（
月
）ま
で
に
分
別
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

『
ご
み
処
理
施
設
か
ら
の
お
願
い
』

①「
燃
え
る
ご
み
」に
は
、
金
属
類
な
ど
の
不
燃

　

物
を
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②「
飲
料
用
の
か
ん
」「
び
ん
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

　

は
、
蓋
を
は
ず
し
中
を
洗
っ
て
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
特
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
を
入
れ

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎年末・年始ごみ収集カレンダー

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）

12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日

12月29日

12月30日

1月  4日
1月  5日
1月  6日

月
火
祝・水
木
金
土
日
月

火

水

月
火
水

月日

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　約　締　切　日　な　ど収集の種類

曜日 燃えるごみ・生ごみ 資源ごみ等

平戸・生月地区

燃えるごみ資源ごみ等 燃えるごみ 不燃ごみ

田平地区 大島地区北松北部
クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

全地区収集 休　み

休　み

平常収集

平常収集

平常収集

臨時収集

平常収集

全地区収集

全地区収集

受入可

受入可

※29日は15：00まで

受入可

受入可

休　み

受入可

受入可

浄　化　槽　汚　泥　収　集

浄　化　槽　汚　泥　収　集

浄　化　槽　汚　泥　収　集

し　尿　処　理

し　　　　尿　　　　処　　　　理

し　尿　処　理

し尿・
浄化槽汚泥収集

粗　大　ご　み

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 
 　　　　　
生 月 地 域
山 田 地 域

 

（有）平戸清掃
中部清掃（有）平田
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃事業所

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

11月25日（水）～12月15日（火）まで予約を受け付けます。
12月16日（水）～12月23日（水）まで予約を受け付けます。

12月29日（火）午後～1月4日（月）まで休みます。

12月11日（金）までに予約が必要です。
１月４日（月）から平常収集となります。

12月14日（月）までに予約が必要です。
１月４日（月）から平常収集となります。

12月29日（火）～1月3日（日）まで休みます。

12月14日（月）までに予約が必要です。
12月29日（火）～1月3日（日）まで休みます。
12月28日（土）までに電話連絡ください。
12月30日（水）～1月4日（月）まで休みます。

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区
12月29日（火）～１月3日（日）まで休みます。

神浦・前平・大根坂
西宇土・的山

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

平常収集
平常収集

平常収集

休　　　　　み

12/30（水）～１/3（日）までの間は、収集業務および施設の受け入れは、
休みます。

※北松北部クリーンセンターの12月の休日受入は、23日（水）となっています。

平 常 収 集

平 常 収 集

休　み 全地区収集

全地区収集

平常収集

平常収集
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12/31（木）～１/3（日）までの期間は、収集業務
および施設の受け入れは、休みます。

Topics

　10月から大島を訪れるみなさんに、観光スポットを散策する
交通手段として、電動自転車（６台）の貸し出しを始めました。
市民のみなさんも、ぜひご利用ください。
○貸出場所　神浦桟橋フェリー待合所横
○利用料　無料（※的山桟橋で返却する場合、1台当たり1,000円）
○予約先　北原　輝美さん（☎55‐2873）
○お問い合せ　大島支所産業建設課（☎内線6122）

大島地区で観光用電動自転車の貸し出し開始！

～1639年築造倉庫の復元工事が着々と進んでいます～

平戸オランダ商館風説書

▲復元倉庫の中央に48㎝角の柱が11本建ち並びます。

▲１個60㎏の砂岩切石を正確に積み上げています。

▲工事内容の説明を聞く復元工事見学会参加のみなさん

　今年の４月18日に最初の石積み儀式「エールス
テ・ステイン・レヒン」を行い、1639年築造倉庫
本体の復元工事が始まりました。倉庫の外観が
徐々にその姿を現しつつあります。
　現在、復元倉庫の１階部分は、壁石の積み上げ
工事（26段目）がほぼ終了し、床板が張られ、中
央には48㎝角の大きな柱が11本立ち並び、その
上に母梁がかけられました。あらためてその巨大
さを実感することができます。また、扉の丁番や
アンケルといった鉄材、屋根の瓦などの製作にも
取りかかっています。
　そのほか、入口のアーチ石積や窓の工事も進め

られています。２階部分
の工事では、１階部分と
同様に床板や柱、アーチ
や窓の工事を進めていま
す。
　現在は工事のための足
場や覆屋がかかっている
ため、外側からは復元の
進み具合がわかりにくく

なっています。全容を表わすのはもうしばらく先
のことになりますが、その日を楽しみにお待ちく
ださい。
　今後は屋根、外壁の漆喰塗り、さらに荷物を収
容するのに用いられる巻上げ機を設置する作業が
進められます。これまでも工事の節目には、現場
見学会を開催しました。これからも機会を見つけ
て見学会を開催する予定ですので、その時には復
元工事の状況をぜひご覧いただき、完成へのイ
メージを膨らませてください。



　

市
民
総
合
相
談
を

　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
３

　
「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」の

　

実
施
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８

　

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　

控
除
証
明
書
は
大
切
に
！

　　
　
　
　
　
　
　

問
保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
２

募　

集

　
「
つ
ば
き
の
実
」を

　
　
　
　
　

買
い
取
り
ま
す
！

　　

申
・
問
田
平
支
所
産
業
建
設
課
産
業
建
設
班

　　
　
　
　

☎
内
線
５
１
５
５

　

ま
ち
づ
く
り
関
連
補
助
金
が

　

採
択
さ
れ
ま
し
た
！

　　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
協
働
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
３

　
「
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
」か
ら
の

　

お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
８
３
５
１

　

職
員
の
人
事
異
動
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
人
事
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
７

　

製
造
業
の
み
な
さ
ん
へ

　

〜
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
〜

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
８

 

新
役
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名

総
務
課
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長

総
務
課
主
査

企
画
課
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長

税
務
課
課
長

田
平
支
所

市
民
協
働
課

地
域
協
働
班

係
長

 

氏 

名

戸
田 

幾
嘉

井
上 

直
美

永
田 

米
吉

松
山 

久
與

福
海
富
美
子

旧
所
属
･
職
名

企
画
課
課
長

田
平
支
所

市
民
協
働
課

主
査

税
務
課
課
長

総
務
課
課
長

総
務
課
秘
書
広

報
班
係
長

補助事業名　　　　事　業　名　　　　　団　体　名　　　交付額（円）

市民力アップ
支援事業

花とみどりの
ふるさとづく
り事業

国際交流振興
事業

にぎわいづく
り支援事業

地域コミュニ
ティ活動推進事
業（生月地区）

平戸に残る武家屋敷の
拠点整備事業

早福町の花いっぱい
運動

深月の花いっぱい運動

木ヶ津町の花いっぱい
運動

ホノルル国際空手道
選手権大会交流事業

アカガイの新規養殖
事業

Ⅷ  Isle of 生月 2009

世界捕鯨文化共存事業

庭を守る会

早福町

深月村おこし推進
委員会

木ヶ津町花満会

国際空手道維新館

北川　道隆

アイルオブ生月
2009実行委員会

生月ボランティア
ガイド協会

2,880,000

100,000

26,000

100,000

391,000

458,000

734,000

330,000

12
月
22
日（
火
）

平
成
22
年

１
月
25
日（
月
）

平
成
22
年

２
月
25
日（
木
）

生
月
町
中
央
公
民
館

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

（
南
部
公
民
館
）

田
平
支
所
３
階
会
議
室

と　

き　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ

　

国
、
県
、
市
の
行
政
に
関
す
る
相
談
、
家
庭

内
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と
、

そ
の
ほ
か
人
権
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
困
っ
た

こ
と
や
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
時　

間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

○
相
談
員　

長
崎
行
政
評
価
事
務
所
職
員
、
長

　

崎
地
方
法
務
局
平
戸
支
局
職
員
、
人
権
擁
護

　

委
員
、
心
配
ご
と
相
談
員
、
行
政
相
談
員

※

こ
の
日
程
以
外
で
も
市
民
総
合
相
談
は
、
総

　

務
課
行
政
班
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

12
月
15
日（
火
）か
ら
24
日（
木
）ま
で
の
10

日
間
、「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が
実
施

さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
末
現
在
の
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
数
は
54
人
で
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ
、
19
人

増
加
し
て
お
り
、
中
で
も
高
齢
者
の
死
者
数
が

約
半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
減
速
や

徐
行
す
る
な
ど「
思
い
や
り
」を
持
っ
た
運
転

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
末
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま

す
の
で
、
少
し
の
量
で
も
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、

運
転
は
絶
対
に
し
な
い
な
ど
、
家
族
や
職
場
、

地
域
な
ど
で
飲
酒
運
転
根
絶
を
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。

○
重
点
項
目

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

▼
ま
だ
い
る
の　

飲
ん
で
乗
る
人　

飲
ま
す
人

○
特
別
広
報

▼
夕
暮
れ
時
に
お
け
る
早
め
点
灯
、
雨
天
・
曇

　

天
時
の
点
灯

　

所
得
税
な
ど
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、

国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す
。
社
会
保
険
庁
か
ら
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
を
行

う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平
成

22
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

北
松
森
林
組
合
で
は
、
つ
ば
き
油
の
原
料
と

な
る「
つ
ば
き
の
実
」を
、
次
の
と
お
り
買
い

取
り
ま
す
。

○
品
種　

や
ぶ
つ
ば
き
の
実

　
（
平
成
21
年
度
産
に
限
る
）

○
買
い
取
り
締
切
日　

平
成
22
年
１
月
29
日

　
（
金
）　

○
買
い
取
り
価
格　

３
５
０
円（
１
㎏
当
た
り
）

○
持
込
場
所　

田
平
支
所
産
業
建
設
課
ま
た
は

　

北
松
森
林
組
合（
☎
０
９
５
６‐

63‐

２

　

３
０
５
）

○
注
意
事
項　

サ
ザ
ン
カ
の
実
や
古
い
実
、
小

　

石
な
ど
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
よ
く
選
別
し
、

　

十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
買
い
取
り

　

代
金
の
支
払
い
は
、
振
り
込
み
に
な
り
ま
す

　

の
で
、
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
を
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

　

ひ
ら
ど
生
き
活
き
ま
ち
づ
く
り
基
金
関
係
補

助
金（
後
期
）お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
推
進
事
業（
３
次
募
集
分
）の
採
択
団
体
を

決
定
し
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
団
体
名
、
事
業

名
な
ど
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
12
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
日
曜
日
の

　

営
業
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

○
変
更
前
営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
　
　

←

○
変
更
後
営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
年
末
年
始
の
休
館
日

○
12
月
29
日（
火
）〜
平
成
22
年
１
月
１
日（
祝
・

　

金
）

▼
11
月
16
日
付

　

12
月
31
日
現
在
で
製
造
業
を
営
ん
で
い
る
事

業
所
を
対
象
と
し
た
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
統
計
調

査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・

中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
幅
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報ひらど 平成21年12月号 32　Hirado City Public Relations,2009.1233

採択事業一覧
　「平成21年度ひらど生き活きまちづくり基金関係補助金（後期）」
　「平戸市地域コミュニティ活動推進事業補助金（３次募集分）」

▼
▼
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放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に
よ
り

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。「
働
き
な

が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
」、「
生
涯
学

習
を
行
い
た
い
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
学
生
の
種
類

①
教
養
学
部　

科
目
履
修
生（
６
か
月
在
学
し
、

　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、
選
科
履
修
生（
１

　

年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、

　

全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を

　

目
指
す
）

②
大
学
院　

修
士
科
目
生（
６
か
月
在
学
し
、

　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、
修
士
選
科
生（
１

　

年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
受
付
締
切
日　

平
成
22
年
２
月
28
日（
日
）

　

交
通
事
故
や
転
倒
し
て
頭
を
強
く
打
っ
た
り
、

脳
卒
中
で
倒
れ
た
り
と
い
っ
た
経
験
な
ど
が
あ

る
人
で
、「
突
然
怒
り
出
す
」、「
仕
事
の
要
領

が
悪
く
な
っ
た
」、「
無
関
心
・
無
気
力
」な
ど

の
状
態
が
長
く
続
き
仕
事
や
生
活
に
悩
ま
れ
て

い
る
人
は
、「
高
次
脳
機
能
障
害
」の
疑
い
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
そ
の
症
状
に
つ
い

て
の
講
演
や
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
20
日（
日
）午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
12
時
30
分

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設

○
講　

師　

徳
永　

能
治
先
生（
島
原
病
院
副

　

院
長
）

○
演　

題　

高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
学
び

　

住
み
よ
い
町
を
つ
く
ろ
う

※

そ
の
ほ
か
、
医
療
機
関
や
脳
外
傷
の
当
事
者

　

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
個
別
相
談（
予
約

　

制
）を
行
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
少
な
く
と
も
亡
く
な
ら
れ
た
人
の

身
近
な
５
人
に
精
神
的
な
影
響
が
及
ぶ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
亡
く
さ
れ
た
大
切
な
人
へ
の
思

い
や
、
長
い
間
胸
に
秘
め
て
い
る
苦
し
い
思
い

を
語
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
集
い
で
は
、
あ
な
た

の
話
に
心
を
傾
け
て
、
寄
り
添
っ
て
話
せ
る
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
11
日（
金
）午
後
３
時
30
分

　

〜
午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

県
北
保
健
所
２
階
訓
練
指
導
室

※

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
話
し
た
く
な
い
こ
と

　

は
、無
理
に
話
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

　

匿
名
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
は
、
担
当
者
の
連

　

絡
会
議
に
お
い
て
、「
自
殺
遺
族
支
援
の
理

　

解
と
対
応
」に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
実
施
し

　

ま
す
。
こ
の
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
も
可
能

　

で
す
。

　

12
月
４
日（
金
）か
ら
10
日（
水
）ま
で
は
、「
人

権
週
間
」で
す
。
法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
家
庭
内
の
揉
め
事

や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
み
な
さ
ん
の

悩
み
や
心
配
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
長
崎
地
方
法

務
局
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
ざ
ぼ
ん
畑
を
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
３
年
が
か
り
で
復
旧
し
て
、
収
穫
で

き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。
そ
の
収
穫
を
祝
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。　

○
と　

き　
【
第
１
回
】12
月
６
日（
日
）、【
第

　

２
回
】12
月
13
日（
日
）い
ず
れ
も
午
前
10
時

　

〜
午
後
２
時

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
ざ
ぼ
ん
園（
田
平
町
生
向
）

○
参
加
費　

中
学
生
以
上
２
０
０
０
円（
昼
食

　

代
、
お
み
や
げ
含
む
）、
小
学
生
以
下
無
料

　

自
殺
で
大
切
な
人
を
亡
く
さ
れ
た
人
の

　

集
い
を
開
催
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　
　
　

問
県
北
保
健
所
地
域
保
健
課

　
　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
３
９
３
３

　
「
第
61
回
人
権
週
間
」特
設

　

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
長
崎
地
方
法
務
局

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
２
２
６
３

　
「
平
戸
ざ
ぼ
ん
収
穫
祭
」を

　

開
催
し
ま
す

　
　　
　
　
　
　
　

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と

　
　　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
４
３
７
２

　

放
送
大
学
平
成
22
年
度

　

第
１
学
期
入
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
　　
　
　

問
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　　
　
　
　

☎
０
９
５
‐
８
１
３
‐
１
３
１
７

濱
松　

十
五
郎 

80
歳 

10
／
18 

根
獅
子
第
１

井
上　

一
弘 

63
歳 

10
／
20 

白
浜

濵
田　

マ
ス 

83
歳 

10
／
20 

獅
子
第
２

吉
永　

チ
ヱ 

85
歳 

10
／
22 

神
上

山
本　

て
い
子 

56
歳 

10
／
22 

木
引

佐
藤　

達
朗 

60
歳 

10
／
23 

戸
石
川

岡　

謙
二 

80
歳 

10
／
24 

職
人
町

藤
澤　

キ
ク 

92
歳 

10
／
25 

赤
坂

瀧
下　

増
雄 

90
歳 

10
／
25 

杉
山

江
口　

ミ
カ 

96
歳 

10
／
26 

早
福

岡
部　

美
光 

51
歳 

10
／
26 

古
江

本
山　

良
作 

87
歳 

10
／
26 

木
場

種
岡　

千
代
子 

91
歳 

10
／
26 

紐
差
第
１

平
松　

司 

80
歳 

10
／
27 

肥

永
石　

久
米
一 

81
歳 

10
／
27 

田
代

濵
﨑　

辰
子 

81
歳 

10
／
28 

薄
香
浦

池
田　

ス
ヱ 

87
歳 

10
／
31 

浦
の
町

川
原　

ヤ
エ
子 

79
歳 

10
／
31 

薄
香
浦

谷
村　

福
一 

79
歳 

11
／
2 

船
木

濵
﨑　

ト
ミ 

78
歳 

11
／
2 

赤
坂

井
元　

ト
ヨ
子 

77
歳 

11
／
4 

度
島
中
部

久
保　

十
太
郎 

69
歳 

11
／
5 

赤
坂

赤
木　

清
津
夫 

74
歳 

11
／
6 

度
島
三
免

後
藤　

シ
ズ
子 

79
歳 

11
／
6 

赤
坂

小
島　

ツ
ネ 

88
歳 

11
／
8 

中
の
原

針
尾　

金
之
助 

85
歳 

11
／
9 

紐
差
第
４

種
岡　

嘉
純 

77
歳 

11
／
10 

大
川
原

唐
津
屋
美
智
惠 

76
歳 

11
／
11 

幸
の
浦

犬
塚　

門
四 

82
歳 

11
／
12 

田
代

前
原　

良
雄 

71
歳 

11
／
13 

木
引

【
生
月
地
区
】

中
山　

ミ
チ
子 

62
歳 

8
／
18 

山
田

内
山　

茂 

81
歳 

9
／
19 

堺
目

黒
木　

清
香 

78
歳 

10
／
17 

浦
南

【
平
戸
地
区
】

柏
山　

心
空 

貴
史 

根
獅
子
第
２

新
吉
屋　

元
太 

辰
也 

幸
の
浦

北
村　

彩
葉 

陽
一 

上
大
垣

山
口　

花
奈 

正
義 

鮎
川

松
本　

航
弥 

久 

中
の
原

平
山　

莉
子 

滋
樹 

獅
子
第
２

山
内　

祐
宝 

貴
史 

高
麗
町

⻆
田　

雄
大
維 

和
輝 

川
内
浦

浦
邉　

龍
心 

邦
英 

上
大
垣

川
下　

愛
理 

二
三
夫 

稗
田

前
川　

廉
史 

敏
郎 

戸
石
川

【
生
月
地
区
】

辻　

り
え
る 

兼
史 

山
田

川
上　

悠
菜 

勝
久 

堺
目

塩
屋　

利
赳 

博
久 

舘
浦
浜

【
田
平
地
区
】

浦
上　

颯
真 

竜
行 

野
田

　

山　

心
愛 

拓
真 

大
久
保

竹
本　

功
稟 

知
高 

米
の
内

【
大
島
地
区
】

白
石　

凌
駕 

典 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

納
屋　

範
翁 

55
歳 

9
／
5 

宮
の
浦       

寺
田　

久
夫 

89
歳 

10
／
3 

主
師

野
田　

ヨ
シ 

89
歳 

10
／
16 

度
島
浦

森　

か
つ
み 

64
歳 

10
／
16 

戸
石
川

山
田　

政
昭 

64
歳 

10
／
17 

獅
子
第
１

末
永　

勇
夫 

74
歳 

10
／
18 

深
川

眞
辺　

イ
ト 

79
歳 

10
／
17 

舘
浦
屋
敷

塚
本　

銀
三
郎 

75
歳 

10
／
18 

舘
浦
潮
見

尾
﨑　

三
男 

62
歳 

10
／
21 

浦
北

山
口　

一
郎 

84
歳 

10
／
30 

御
崎

田
中　

千
代
子 

76
歳 

11
／
1 

舘
浦
浜

神
田　

フ
ジ
エ 

95
歳 

11
／
1 

元
触

江
口　

和
夫 

82
歳 

11
／
2 

浦
南

神
田　

フ
ミ
子 

79
歳 

11
／
6 

浦
南

藤
木　

信
市 

83
歳 

11
／
9 

浦
北

田
中　

茂 

71
歳 

11
／
12 

山
田

【
田
平
地
区
】

小
西　

信
夫 

87
歳 

10
／
16 

福
崎

山
口　

剛 

60
歳 

10
／
26 

永
田

谷
川　

眞 

55
歳 

11
／
2 

下
亀

松
本　

チ
ヨ
ノ 

80
歳 

11
／
12 

小
崎

石
田　

春
子 

86
歳 

11
／
15 

釜
田

【
大
島
地
区
】

柴
山　

登 

58
歳 

10
／
18 

大
根
坂

田
中　

光
子 

78
歳 

10
／
28 

前
平

平
松　

繁
三
郎 

89
歳 

10
／
28 

的
山
在

岩
井　

ク
ニ 

80
歳 

11
／
11 

大
根
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
／
16
〜
11
／
15
受
付
分
）

　

県
北
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　

問
・
申 

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
３
９
３
３

ま
な　
べ　
　
　
　
　
　

つ
か
も
と　
　

ぎ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

　
お
さ
き　
　

み
つ　
お

や
ま
ぐ
ち　
　

い
ち
ろ
う

　
た
な
か　
　

ち　

よ　

こ

こ
う
だ　

　
え
ぐ
ち　
　

か
ず
お

こ
う
だ　

ふ
じ
き　
　

の
ぶ
い
ち　
　
　
　

　
た
な
か　
　
し
げ
る

          

　
こ
に
し　
　

の
ぶ
お

や
ま
ぐ
ち　

つ
よ
し

た
に
が
わ　

ま
こ
と

ま
つ
も
と

い
し
だ　
　

は
る
こ

し
ば
や
ま　

の
ぼ
る

　
た
な
か　
　

み
つ
こ

ひ
ら
ま
つ　
　

し
げ
さ
ぶ
ろ
う

い
わ
い

か
し
わ
や
ま　
　

こ
こ
あ 

た
か
ふ
み

し
ん
よ
し

や　
　
　
げ
ん

た 

た
つ
や

き
た
む
ら　
　

い
ろ
は 

よ
う
い
ち

や
ま
ぐ
ち　
　

は　

な 

せ
い
ぎ

ま
つ
も
と　
　

こ
う
や 

ひ
さ
し

ひ
ら
や
ま　
　
　
り　

こ 

し
げ
き

や
ま
う
ち　
　

ゆ
う
ほ 

た
か
ふ
み

す
み
だ　
　

ゆ
う　
だ　

い 

か
ず
き

う
ら
べ　
　

り
ゅ
う
し
ん 

く
に
ひ
で

か
わ
し
た　
　

あ
い
り 

ふ　

み　

お

ま
え
か
わ　
　

れ
ん
じ 

と
し
ろ
う

つ
じ 

け
ん
じ

か
わ
か
み　
　
　

ゆ　

な 

か
つ
ひ
さ

し
お
や　
　

と
し
た
け 

ひ
ろ
ひ
さ

う
ら
か
み　
　

そ
う
ま 

た
つ
ゆ
き

に
し
や
ま　
　

こ
こ
な 

た
く
ま

た
け
も
と　
　

く
く
り 

と
も
た
か

し
ら
い
し　
　

り
ょ
う
が 

つ
か
さ

　
な　

や　
　

の
り
お  

て
ら
だ　
　

ひ
さ
お

　
の　

だ

も
り

や
ま
だ　
　

ま
さ
あ
き

す
え
な
が　
　

い
さ

お

は
ま
ま
つ　
　

じ
ゅ
う
ご
ろ
う

い
の
う
え　
　

か
ず
ひ
ろ

は
ま
だ

よ
し
な
が

や
ま
も
と

　
さ
と
う　
　

た
つ
ろ
う　

お
か　
　

 

け
ん 

じ

ふ
じ
さ
わ

た
き
し
た　
　

ま
す
お

　
え
ぐ
ち　

お
か
べ　
　

よ
し
み
つ

も
と
や
ま　

り
ょ
う
さ
く

た
ね
お
か　
　
　
ち　

よ　

こ

ひ
ら
ま
つ　

つ
か
さ

な
が
い
し　
　
　

く　

め　

い
ち

は
ま
さ
き　
　

た
つ
こ

い
け
だ

か
わ
は
ら　

た
に
む
ら　
　

ふ
く
い
ち

は
ま
さ
き

い
の
も
と

　
く　

ぼ　
　

じ
ゅ
う
た
ろ
う

あ
か
ぎ　
　
　

せ　

つ　

お

　
ご
と
う

　
こ　
じ
ま

は
り　
お　
　

き
ん　
の　
す
け　
　
　

た
ね
お
か　
　

よ
し
ず
み

か
ら　
つ　

や　

み　

ち　

え

い
ぬ
づ
か　
　

も
ん
し

ま
え
ば
ら　
　

よ
し
お

な
か
や
ま

う
ち
や
ま　

し
げ
る

く
ろ　
き　
　
　
き
よ　
か

■10月末までの
　　　交通事故

■10月末までの
　火災救急件数

件　数

死　者

負傷者

（重傷）14名 （軽傷）70名

（　）内は昨年同期

火　災

救　急

22件 

（30件）

1,185件 

（1,131件）

71件（74件）

0名（ 0名）

84名（115名）

■善意のともしび
　篤志および香典返しで、次の方々
からご寄付がありました（敬称略）。
ひらどふれあい福祉基金へ
　○岩の上町　尼﨑　利幸

速い！

簡単!!

便利!!!

お使い道自由！
けんみんのフリーローン！

保証人不要
※当商品は保証会社の審査がございます。詳しくは店頭に説明書、チラシをご用意しております。
※各種ご預金、ご融資のご相談も承っております。

はやはや
わざわざ

はや
わざ

0120-0892-61
平戸支店
※土日祝祭日もご相談をお受けしております。詳しくは電話、又は店頭窓口へお尋ね下さい。


